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l 高空に於けるフォール7ウトの測定

防衛庁技術研究本部

浦 井 達 夫,0五十嵐 俊

成層圏下部に於けるフォールアウトの測定結果の内最近のデータ一について報告する0

1.調査空風集塵及び測定方法については従来通りであるc即ち空域については九州上空

1300～1320,N3lO ～320),中部上空(E1350 -1400･Ⅳ340-3｢

海道上空(E14lO～1440,N42030′-450)の範囲であり･集塵田王航空機の5

装着した少-ド空-パー及び機上集塵器(中部地区のみ)によって行なった0又測定は一→＼ノーー
1ト〃---一一--一､一′一一-

の酸化ウランを比較試料として用い掴e/がで表した｡

2.昭和38年10月以降の空中膿慶をみると昭和37年10月頃に比して約1/10程度析

ている｡

3.昭和39年10月16日中共によって行なわれた核実験の影響であるが10月1

が大きな測定値を示しており21日以降は減少している0即ち放射能塵の大部分は

9日,

に飛来した模様である｡

今回はガムドペーパーによる測定値と集塵器による測定値に大きな差があり,これは寺
ヽ--･一･-■-･■■･■._一一一一■■--一･----一■■■■-●■----･･-一1-----･一

---

しく異った現象である｡

従来の測定は主として米ソの実験によるフォールアウトで大乱高空曝熟達距離で;

め,日本上空に飛来する塵は主として成層圏を通って来るためガムドペーパーによっで

るものは高空のものであって航空機の上昇,下降の際に捕獲されるものははとんど無乱

藍であったが,(この点は以前2横同時飛行を行なって補正ずみ)今回の実験ほ小型(

程度),地上爆発,且比較的近距離であったため10km以下の高度で大部分の塵が徹

のと考えられる｡ /･

したがってジェット気流に乗って飛来したものは少√′偏西密よって運ばれたものとノ
ガムドペ_パ_によって捕獲されたものは地上又ほ上昇,下画中によるもので純高度の･

器による測定値であると考える｡

4.核種分析の結果の一部を表3に示す｡

Ru-103の全放射能に対する比はHunter,Ballouの表によれは3･2%(13I

なっておりはゞ一致した値を示している｡又中共の実験以前のフオ･-ルアウト中に含ま

飢-106の量は0.9～4.6仰e(ガムドペーパー10枚当り)であり表3に於て無

いと考える｡



表1全放射能測定値(ガムドペーパー)

試卑採額年月日
北 海 道 中 部

ββ

39.10.17
ll.73

10.18
11.33

10.19 ll.99

10. 20 350.65

102.65 761.82

231.0 356.0 425.10 294.0

10. 21

10. 22

17.25 19.51) 0.1以下

17.39

10. 23 25.58 40.60

10. 24 42.4l 12.18

表2 全放射能測定値(集塵器)

ll.05

試 料 採 取 年 月 日 中 部 10 km

39.10. 20

10. 23

表3 核種分析結果,Ru-103(ガムドペーパー10枚)

試料採取年月日
北 海 道 中 部

39.10. 20 127.97 93.81 64.01 105.68 91.17

試料分離時に於ける全
放射能忙対する割合 3.9% 3.7% 2.3% 2.6% 3.9%

2 最近の高度10,00什叫こおける1▲C及びユHの濃#変化

防衛大学校物理学教室

U久保療 忠 義 横 田 稚



方法,(1)その中に含まれる=Cの囁慶の測定方法及びその結果の一部については既に朝

あるが,本年の1月より10月中旬までに捕集することが出来たCqと及び富士山5合巨

2,340m),北富士演習地(標高1,000m)興せた-Cq中のHC

～3点把ついての結果を併せて報告する｡

更に上層大気中でC(ちを浦集する､と同時にその高度のものと思える水も吸着するのて

含まれる3Hの濃度について1月より10月までの結果を報告する｡

3Hの計数には水素充項外部消凍型計数管を用い,試料水の還元は電気炉中で5700c

熱したMg片中に水蒸気を通すことにより

Mg + H20
一斗MgO +]鴨

の反応を起させ,生じた水素を計数管拡充項した｡各試料を1気圧に入れた時,約30

から200V以上,傾斜は約3.5%/100Vのプラトーが得られた｡試料用計数管を

のPbで囲み,その周囲を直径25Ⅶn㍉19本り連同時計数管で囲み,更にそれを20

避へいし,逆同時法で測定した｡この計数管でト1リチウム水スタンダードを測定したと

Oc,1気圧で充填したとき1e･p･m･が162生旦｣底相当する0

測定結果ほ1ヰC,3Ⅱ共に3月に最大になるこ辛が認められたp即ち1ヰC ではスタン

5倍に達し,3Hでは1.7XlO8T.ロ.にも遠Lたが,その後,月を追うに従って減少し

の結果からfall-Ot]t について云われている,いわゆるq spring maximum"bll`

ついても認められた｡

(1)Radioisotopes:13,284(/64)

3 中卑怯美嚢(1964年tO月16日)からの放射能

〃∴吊

′r- ∴rこ＼_

ダニナん7

気象庁観測部 木 村 耕 三,○村 山

藤 本 博, 神 山

気象庁水戸地方気象台 大 越 延 夫

1964年10月16616時(JST)に中国が行なった核実験(報道によるとSi

Ui即r自治区Takla鵬akan砂漠のLop Nor湖の付近,従って約400N,900E)

じた放射能ちりは予想どおり18日夜から19日に初めて日本に到来した｡18日ま■

水中把ほこの実験からのちりは全く含まれていなかった｡
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後20h)のP敬射能瀧定を記録Lた｡これは196l～62年の場合の最大よりlけた低
†--=一 ---=一･----･･･-･一一■■一･･一一一------ ¶一･一

は実験地から日本までの距離が3,700～4,500kmで今までのうち一番近く,従って

大粒子の飛来が苦るLかった｡

19日把空気中の巨大粒子をダストモニターに7個とらえた｡その減衰は図示のとおり

析中)o1961-62年のころより著しい｡また水戸気象台で20m2中に2ケの巨大粒

えたが･減衰より上記実頃日に起因する∩集塵器の集塵面積が異ると巨大粒子の飛来中は力

らついた値がえられ易い0しかし小面積の方が大面積より放射能が大きいこともあり,こ

の間題である｡

ヰ 中共の棲実射こよる放射性フォールアウトについて

融し絢仙舛仰し 気象≡気芸莞所晩｡猿橋勝子
杉 村 行 勇

1964年10月16日午後4時(日本時間),中国で行なわれた核実験の日本への影響

18日夕刻からあらわれはじめた0東京では18日朝から16時30分ごろまで降雨があっ

この降雨中には新い､核爆発による放射能は検出できなかった｡16時30分から翌19E

での落下塵の放射能は急激に増加し120n-e/km之,16･5brが観測された｡

前日までの落下塵の放射能は0･03-0･3me/km2,dayであった｡

19日9蒔から16暗までの落下塵は85一口e/km2,7hrであった｡その後,落下塵の

ほ次第に減少し,20～21日には20rnc/km2,day,21日～22日には10nlC/kni

dayとなった0 22日から23日には計12mⅦの降雨があったので,放射性物質の総落下

加L,156Ⅱ-e/kがIdayとなった｡

全ベータ放射能の半減期は,10月26日現在4日であった｡核分裂生成物だけであるな

半減期はその時期にお1

った｡この半減期i

叫＼日が期待される0爆発後l週間までの半減期は約2,3
プツニウム239や半減期とひとい､｡したがって相当多量のネブッ

J

239の存在の可能性が考古古瓦~訂
ベータ線エネルギーのつよさは0.3 5Mev

0.6Mev前後が2

あった0核分裂生成物の平均ベータ線エネルギーは0.33-0.44Mevであって,エネル

布からみても,ネプツニウム239の存在が考えられる｡この測定結果ほ新潟大学小山研究



5 中国核囁発案韓の放射性降下物によるヨ買境汚染

放射棲医学総合研究所

佐 伯 誠 道上じ闇 中 産一寸

鎌 田 博, 小 印 I

村 越 善 次

196上皇年10月16日iて中旬で核嘩充実鴫が行なわれたと招じられていろ｡水無法で｢

(イド:自然落下じんを集め放射能測定を行子〔った結果によると,10月18日は克明よりかな
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があったカ㍉千葉市需砂町忙おける10月17日午前10時よウ10月18日午前1

科(10月17日試料と仮称す｡以下同様把称す｡)では,全ベータ放射能(科学按

定法,1963年)ほ0.2nle/kポ であり新い､核爆発の影響ほ観察されなかった

月18日試料(約17mmの降雨を含む)では放射能は急上昇L43.6nle/km2,

19日試料では89･8me/km2 となり,其の後は日を追って漸減を示した｡10月

日試料の全ベータ放射能の半減期は初期

試料中から化学分離によってヨウ素を分別し

る(第1図)｡

を測定した結果,全ベータ放射宙

15%に当る襲撃聖具塞が検出された0ヨウ素画分の放射能減衰曲凄から,Ⅰ-13
Ⅰ-133を認めた｡イオン交換桂川旨による分別ならびにガンマー線波高分析も行なっ

一方,10月22日に採取した家畜の甲状腺にも放射性ヨウ素の蓄積が観察され,r
和牛12pe,陳26peの膚垣得た｡牛乳忙ついても分析測定を行なっているので,

る｡

6 日本におけるC福13ア,Sr90の降下

気象庁気象研究所

三 宅 泰 雄,0葛 城

1961年-1962年のソダイエトおよびアメリカの核実験の影響により,東京

Cs137,Sr90の量は1962年には各々2l.9および8.11¶e/km2であり,1

の約2倍の52.3およぴ19.1nle/ktぜであったい注目すべきことは1964年前

前年産の前半の降下量と比軟Lてあまり減少Lてい転いことである｡

1964年5月までのC賦L_軋r90の蓄積量は各々162rnc/km2 59me/k

へ;一
′人

5月から10月までのSi90降下量を全β放射能値から推定すると5nle/knヂ(Csl

n-e/km2)で蓄横量は10月には64mc/kTTPとなるものと思われる｡

他の6地点の1963年およぴ1964年のSr90 降下量は次の通りである｡



dpm/m2

1963年1月 9,090 1964年1月

2月 16,496

3月 187,731

4目 174,946

5月 270,104

6月 451,828

7月 170,491

8月 王51,861

9月 133,193

10月 102,917

11月 29,269

12ノヨ 31,067

dpm/

73,216

52,198

70,539

4月 188,678

5月 115,050

6月 138,257

51,187

31,640

1959年7月以降の7地点におけるCs137/Sr90を次に示す｡

Cs13て/Sr90

東 京(丸ノ内) 2.8士1.4

(高円寺) 2.8±1.2

札

†山

秋

大

福

幌

台

目

阪

岡

2.3 士0.8

2.7 ±1.0

2.9 士1.2

3.0士1.3

2.4土0.9

範 囲

1.2～6.3

l.0′､■6.0

1.2～4.2

1.3～4.5

1.4～5.7

1.2一-6.0

1.1【-5.l

演者らはききに東京におけるSr90降下量のデータから1958年の核実験フォ･--ル了

層周における平均滞留時間を求め約Ⅰ年とした｡今回は1961年および1962年の核

いて同様の方法により平均滞留時間を求めた｡

1963年と1964年における降下量がはゞ類似している点については,成層圏上部

性粒子が地上に降下L初染るまでの時間的なずれがあるものとして若干の考察を行なった

7 国内および日本付近のSp90,Cs137降下貴の比較



(2I東京都 狭小地域 降下量にかなりのはらつきがみられる｡一つには降
㌦-¶一一--＼㌦一････山一一､_一〆一一一--h--一一一一-■-＼＼

原因となっている｡

(3き 1962-63のCs137/Sr90比は大型水盤採取によると,2.5ないLそれ以上の

ているq

佃 東南アジアの降下量は日本に比しほるか忙小事い｡

(5)1963年前半の降下竜ほ1962年前半のそれの約3倍となっている｡

Tablel.Comparison of SI00 deposition &nd rainfa11amot)nt

at three stationB in TOKY■O district in1963.

J.M.A

ObserYation field,

Ote-maehi.Tokyo

Meteorological

ResearchInstitute.

Mabashi,Tokyo

HASL SaTT)Pling Point,

Taehikawa

Agrict]1turaltestirl官

field

Tachikawa

3504l/N

139046/E

6m

35042/Ⅳ

139040′E

35042/N

139024/E

96m

35042/N

139024/E

75m

rainfall arnount

in1963(Ⅶm)

1579(100%)

1657 (105%)

1220(77%)

1326(84%)

Sr90 deposi

(mc/kポ)

20.4(

19.1(

12.7(

14.0(

#
COrreCted to the pot vall]e by collection ratio of funnel/pot

for Sr90 following to the reference(6)

Table 2.Comparison of ct)rm]1ative Sr90deposition 叩tO Marc

1963 at three pointsin Tokyo-City.

Met.Resear.IrlSt. JMA Headqarter

Mabachi (Obs.field)
Ote-maebi

37.9 me/km2 33.6me/klポ

Natnll.Inst.Agricl】1tura

Nishigahara

34.3丼me/km乎

* Sr90 containedin the s

Of 25cm depth(after D



Table 3.

鶉
COmPt]ted from Sr90 deposition observed for the tirne period

Jl]ne1959 aSSt)TTling that Cs13て′Sr90=2.2

8 南方定点海域における落下塵壊の放射能

気象庁海洋気象部

秋 山 勉,○吉 村 広

昭和37年の第4回発表会で報告した資料は1962年8月までのものであったので,

1962年9月以降の落下塵瑛の仝ベー∵タ･一放射能量と過去7年余の経年変動について弓

1962年9月以降の実測値による月別の日平均降下量と月間の最大値および最少値-

た｡

第l表 日平均降下量の月別測定値

年 月
日平均降下量

(〟e/kポ/day)

最 大

(〟e/kポ/day)

2691 9

(U
l

亡U

7

8

qV

爪U
l

252.9

818.1

264.6

156.9

934

161.2

649.3

1.18xlが

3.67xlOき

2.13xlO3

1.27×103

23.46xlO3

0.76xlO3

11.69xlO3

最

(〟e/kポ/d

4

1

4

(U

O

3



次に降下量の軽年推移をみると,核実験に伴ない1958年および1962年にど-ク

ているn LかL1962年のど-クほゆるやかで,高空実験が多かったためか,全体的に

中で可成り混合したのちに降下Lてきたような感じとなっている｡参考のため表層海水の

一便射能竜を図の上部にヒストグラムで略記した｡落下量のグラフとの関係からみると表

方でど-クがあとにずれていろ｡おそらくは表層海水中把落下放射能が一時的把集積する

であろう｡

ば

1
8
曳
こ
ヱ
:
帯
下
士

tdl

tO

10



9 放射性フォールアウト車夫気オゾンの季節変化について

気蒙庁気象研究所

三 宅 春 雄,○金 沢 照

放射性降下物の源は成層圏にあり,その降下量が多くの場所で春に極大をLめL,まっ

帯に分布の極大をしめすことは,大気オゾンの場合と非常によく似ている｡このことかf

化の機構に共通なもののあることが予想され,従来知られている大気オゾンに関する知音

降下物の落下機構を考えるのに役立った｡しかし,この二つの現象にほ相違する点もい･

られる｡大気オゾンは成層圏内で光化学反応によってつくられるが,放射性ちりは地上(

から成層圏内に放射性雲として打ちこまれる｡また,大気オゾンは気体で対流圏に入るこ

みやかに分解するが,放射性ちりは雨や他の塵把よるスキャベンヂによって地上把落下｢

我々は,日本,アメリカ,カナダ,イギリスの各々数地点について1958年から1!

での大気オゾンと放射性降下物の季節変化把ついて仕舞した結果,両者の極大が必ずし-

一敦していないことを見出した｡季節変化の極大の最も多く出現した月は,大気オゾン甘

3～4月,放射性降下物把ついては4～5月であった｡これは,両者の季節変化の原因む

達があるためで,大気オゾンの季節変化が成層圏内での移流と対流圏への流入によるのむ

射性降下物の季節変化ほ,放射性ちりの対流圏への流入と,対流圏内での移流およびスニ

される場所や時期によってきまる｡

三宅,猿橋(1951)は,大気オゾンの季節変化と緯度分布を,太陽轄射の年変化j

向の移流の勢力の年変化とが重なる結果によって説明Lたが,放射性降下物の成層圏お｡

の滞留期間から類推すれは,更にこの他に大気オゾンの成層圏から対流圏への流入も考腐

ばならないことがわかった｡

川 大気放射能のバックグラウンドの変動について

水戸地方気象台

○大 越 延 夫, 渡 辺 盛

電離箱を用いて引きつゞき大気放射能の葡測を行なっているが,1963年における弓

て報告する｡



α十β十r線量の月別時刻別分布図
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Tn系列中の半減期の短い初期のものが寄与しているため,寒囁期でほ夕方の接地逆孝

を大きく受けるためと考えられる｡

3)大気放射能の変動と気象要素との関係について,2,3の結果を得たので報告する｡

l一 大気浮巷塵中の239Pu(2ヰOPu)測定-l

放射線医学総合研究所

○阿 部 史 朗, 阿 部 道

渡 辺 博 信

米ソの1961年までの核実験により種々の放射性核種が空中に拡散tノている｡これらけ

ルアウトとなって地表付近に落下し浮遊塵とLて吸入される｡そのレべノンをはっきりさせる

危害評価にあたって重要なことである｡我烏は種々の核種についてそのレベルを測定しつつ

239pu(240Pu)についておおよその結果が得られたので報告する｡

測定された期間は1961年12月から現在に至るまで,サンプリング場所は千葉市政医



持特性,圧力損失変化の点で,測定に対Lては自己吸収,後方散乱の点で良好な性質

めである｡フィルタ径は47m一口のものを用いた｡

空気吸引は約30g/Ⅶinの割合で24時間集塵を標準とした｡吸引空気量は1同

43m3 になる｡

1-2 ~放射能判定: 集橿済フィルタはごく少数の蒋殊判を除き少くとも24時間以

てから制定した｡これは自然放射性核種の寄与分を少なくLて測定値の解析を容易に

でぁる｡

測定器ほ大面積の半導体検出器とノミルスハイトアナライザの組合せによるアルファ

､ロメ一夕によった｡.捕集フィルタ自身を直接スペクトロメー∵タ折:よって測定する方

したが,核嘩の確認のために一部の試料は化学的処理を行なった｡

フィルタ直接制定における,集塵済フィルタの吸収も含めた測定系の総合分解能ほ

EeV FⅥ廿m4以内であった｡(図中5.5MeV付近を参照)

化学処理をLた試料についてほさらによい分解能が得られている｡

得られたスペクトルほ複雑なものを除き一定のピーク図形により範岡を決めその範

ウソト敷から放射能を定めた｡

複雑なスペクトルを示すものについては化学処理を併用している｡

1-3 核種の確認: フィルタ試料の直接測定では種長の核種が同一のピークを示す

ある｡それで一部の試料につき分析によって,そのPu寄与分を調べた｡Pu分析法い

を甘N(ちで処理後,TTAベンゼソで抽出を行ない,最後の試料調整は電着によった

の結果からピークほPt】によるものが大部分であることが認められた｡

2.測定結果

いままで得られた概略の数値を下にあげる｡この値はやゝ低目に見積られた栢である

一層確実にLて行く予定である｡

Table

Sampling Date

1961.XII

239Pu(24LOPu)in Airborne Dust(X10~15FEC/CC･aj

1962.Spl･ing

1963.
〝

2【･10

1964.
〝

以上の他にβ放射能との比較もされている｡



ある｡

この研究に際L,種々御協力頂いた敬医研化学研究部河村正一氏に感謝する｡

注(1)故医研36年度年報

(2)日本放射線影響学会第6回学会発表(unpublisbed)

(3)日本労働衛生工学会第4回学会発表(UnPublished)

(4)AECU-4024

Airborne Dust(1961XJJ)

(240pu)

239

T
(238pu)

210po
こ24tAm)

(242pu)

4･8 5･0 5.2 54 5.6



12 大型および小型集塵器の性能比較

気象庁観測部 0神 山

気象庁における地表大気中の浮遊塵の放射能観測は札幌,仙台,東京,大阪,福岡の

台において行なわれ,従来は小型集塵器によっていたカ㍉ これを大型集唾装置に切り襖

なり,1962年から設置を開始Lて現在までに仙台を除く4か所に設置が終り,本年

記4か′予でほ正式に大一型忙よる放射緒観測を行なっている｡

この間大型集塵装置の性能試験のため,小型集塵器との比顔を始め種々の付随的な試

てきたので,それらの結果を一括して項目別にまとめてみた｡

1.済紙を重ねた場合の浮遊塵捕集薬

師紙にほ炉祇の種類によって決まった浮遊塵楠集能力があるが,ある炉祇が摘集し

うち1枚の折紙によって捕捉Lうろ量がどれぐらいか,換言すれは捕集できる筈の粒

らい逃すものかを,小型集塵器を使って調べたのが第l表である｡これによってみる

て差ほあるがまず大部分は1枚の炉紙で摘捉Lていると認められる｡

2.小型集塵器における炉紙の枚数による吸引流速の変化

折紙の枚数すなわち抵抗の増加による吸引能力の変化を調べた結果は第2表のとお

加するに従って吸引能力の低減速度ほ急激に増すことが示される｡

3.小型集塵器の吸引量

第3表に示すとおり各官署によって多少の差はあるが大体機械の性能の差の限界内

平均7･35ⅠⅥ3/5hourの吸引能力を持っている｡

4.大型集塵装置の測定方法別流速変化

マノメーター,家庭用ガスメーター,大型ガスメーター,ロ手管,気象用ビラムの

法で大型集塵装置を5時間連続運転Lたときの流速変化は第4表のとおりで,マノメ

度不良のため精度が悪いことと時によって変動が著しく,ガスメーターは内部抵抗が一

連が低くまた低減速度も低い｡口手管の示度は不安定で予想外の変動を示すなどの欠ノ

ビラムが流速の減少の模様,総流量等から最も信頼性があると認められる｡なお第5

総吸引量である｡

5.大型集塵装置のポンプ温度

排気排水管の取付部付近の外壁温度は第6表のように始め急激町,次第にゆっくり【

定温慶を保つようになる｡

6.円筒型ビラムによる大型集瞳装置の吸引量の変化



8.大型および小型集塵器の性能比較

福岡管区気象台で行なわれた比軟式験の結果ほ第8表にまとめて示したが大型は小型

5時間流竜で46.3倍,両紙面通過流速で2.33倍であるが,採取試料の敬射能測定

10r□3あたりの放射能濾慶を出してみると非常に良く一致Lている｡これは研削部に未

った結果とも一致している｡

9.大型集塵装置の始動時と5時間運転の平均との流速比

札幌管区気象台において始動直後10分間の円筒型ビラム録数器のカウントと総力ウ

観測Lた結果は第9表のとおり平均流速に対して始動時には平均1.52倍の流速を持

ことが示される｡

第1表 炉紙を重ねた場合の浮遊塵吸着奉

1.夏用炉祇 東洋No.5A

2.測定方法 炉紙を3枚重ねて吸引L,各戸紙の放射能強度を測定し,それぞれの

を調べる｡

3.使用器械 小型集塵器

炉 紙 番 号

試料採取日 吸引空気量 測 定 日

1962.10.

‡謂間ずつ2日間)
昌:壬g†17･85

1962.10.26

10.27

(灰化)10.29

1962.10.30

(5時間吸引)

10.00 10.31

11.1

平 均

総計数に対する比(%)

なお,4枚以上重ねた場合は,4枚目以降はすべて0.Oepmである｡

第2表 小型集塵器における炉紙の枚数による吸引流速の変化

ー

い･- ●●

〒干二:二≒
し折紙枚竺



第3表 小型集塵器の吸引竜一覧表

1963年10月1日～12月31日の値の平均値

官 署 吸 引 量

札 幌

仙 台

東 京

大 阪

福 岡

m㌢5bours
7.47

6.51

7.64

6.74

8.37

平均値に

対する比

101.7

88.6

104.0

91.7

113.9

平 均

第4表 大型集塵装置の測定方法別流速変化(平均値)算出表



第4表 大型集塵装胃の測定方法別流速変化(平均値)算出表(続)

穫過時間

lり62.9.14

瞬 間 流 速 Ⅶ予/hour

川.11q.4~~



第5表 大型集塵装置の測定方式別流量測定値

(すべて5時間連轟売吸引一量)

吸引年月日 使用折紙
家庭用ガス

メーター

マ ノ

メ
ーター

U字管

年 月 日

1962.9. 5

fチ. 8

9.10

9.14

9.17

9.18

9.25

9.26

9.28

10.1

10. 4

平 均

USN type 5G

東洋 No.5A

〝 No.5B

〝 Htヨー10

USN type 5G

東洋 ⅢE-10

〝

〝

〝

〝

〝

0

4

7

7

5

3

8

1

8

0

0

1

2

5

つ〕

2

2

大型ガス

メー∵クー

注: マノメー∵タ･-はアルコールを使用,U字管は水銀を使用した｡

マノメーター一による値はマノメーターの感度が不十分なため不正確である｡

第6表 大型集塵装置のポンプ温度測定値

(排気排水管取付部の外壁温度〕



第7表 大型集塵装置のビラム円筒連結送風試験

位置による計測値の変化

ビラム連

結順序

第 1 回 第 2 回

録数器

カウント
nIに対
する比

録数器
カウント

nlに対
する比

No.2ほ第1回目のと

第2回目でほ正常で養

他のビラムより低い惜

回転特性によるものと

れる｡

福岡管区気象台の試

第8表 大型疇-1､型集塵器比較試験

流量(5時間) 折紙面通過流速 放射能温度(20時間

1

1

1

1

2

2

2

2

ワ

年

1

4

6

8

1

3

5

8

0

2

5

7

9

1

3

5

8

0

2

5

㌔e｡
0.882

0.873

0.878

0.888

0.881

0.899

0.881

0.876

0.873

0.888

0.887

0.868

0.939

0.873

0.877

0.895

0.900

0.876

0.880

0.888

1

3

3

9

亡U

9

2

6

7

6

7

5

1

l

l

l

l

8

8

0

3

8

史U

7

2

3

3

8

6

3

3

4

1

8

7

5



第9表 大型集塵装置を5時間骨転したときの始動時および平均10分間

ビラム鋒数器のカウント類比嘆(札幌気象台)

年月 日

始動直後10

分間の録数

器カウント

5時間録

数器の総

力ウント

COunそhr
l,992

1,998

2,000

2,148

2,208

2,360

2,772

2,370

2,390

2I230

2,459

2,359

2,622

2,512

3,293

2,929

2,393

1,912

2,790

2,420

3,300

3,486

平 均

10分間
カウン′ト

始動直後の

平均10分間

に対する比

備

2I497



13 フォールアウト粒子にみられるfra¢t卜onation

ef f e¢t

大阪府立敏射線中央研究所

0真 重 曹 碓, 吉 川 和

真 木 伸 文, 桧 並 恩

顧 田 晃

1961年秋および1962年秋にソ連の核爆発で生じた強放射能粒子を数多く採取し,

に現われていたfractionation
effectついて調べ,既に前回に鞘苦したが,その後さ

一夕を検討した結果得られた若干の知見について報告する｡

第1表ほ1962年秋採取の強敏射能粒子についての測定結果例である｡237Uや239Np

ても核分裂生成核種にみられたと同様な効果が現われていることがわかった｡その他の実験

総合して,これらの粒子についてはfractionation factorは次のような順で増加する

された｡

〔137cs,89Sr,103Ru,106Ru,〕140Ba+140La,1ヰ1ce十144Ce,90Sr,
95Zr + 95Nb.

ただし,括弧内の核種の順位は明確に決定できなかった｡239Npと237口はともに上の列

て140Ba +140Laと141Ce+144Ceの間に位置するように考えられる｡E･C･Freilin

refractoryな挙動を示す憤として下記のような列を考えた｡

137cs,89Sr,90SrI136CsI115CdIU
and Ag radionuclides,140Ba,9

141Ce199MoIPu
and rarc earth radionuclides,Zr radionuclidcs.

二つの列は90Srを1ヰOBa,1ヰ1ceについて異なった位置においていろ｡また,Uを140]

対して異なった位置におき,Np(Pu)は全く異なった位置においているが,その他は一致

る｡これらの相異は次のような事情に原因すると考えられる｡E.C.Freilingは彼の列を

低規模の爆発の場合について導いたと考えられるに反して,ここで観測した粒子は10Mt.

大規模爆発に由来しており,したがって火球内の物質の凝結所要時間がかなり長かったもの

される｡例えば,90Srの先祖にながOKr(33 see)の効果は,大規模爆発では小規倶一

おけるより小さくなってしまうであろう｡

さらに,粒子の色と141Ce +144Ceに対するfractionation factor との関係を孟

ところ,赤褐色のものが概してfaetorが大きく,無色や黒色のものは小さい傾向がみられプ

2表は1961年秋採取の粒子についてみられた結果をとりまとめたものであろ｡.前回に∃郵
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第2表 1961年秋に採取された強放射能粒子にみられた粒子の色と

141ce+1ヰ4Ceに対するfractionation factorとの関係非

群 別
平均 直 径

(〟)
色1塵1cel-1ヰ4Ceに対づ

fractionation fact

黄 金 色

赤 褐 色

A 群

6.9～ 9.2ノ上

票 褐 色

赤 褐 色

6.9 】 〝

無 色

黒 色

草 褐 色

黄 色

無 色
B 群

9.0
′-10.4〟

赤 褐 色

賞 金 色

赤 褐 色

黄 金 色

C 群

10.4～13.9/上

11.3 黒 竿
1l.8

〝 ｣

黄 色

赤 褐 色 0.50

黄 褐 色 0.55



川 三朝,増書地方における放射性抜穂および外節線量について

巧. 頑L鮨

l㌘崇什雰 ㌫ 国誓芸芸芸所五恥亀谷種
長谷川 明, 池 淵 ∋

昨年三朝,増富における温泉水中の一閃Raの分析括果を報告したが,本年は,天然故

Fall-Outに比戟Lてどの程度食品等を汚染Lているかを知るために,土*,野菜中

よぴ220Raを分析して汚染程度を比戟換討した｡天然放射性核種の存在ほ地域によりか

あると考えられるカ㍉ 一応三朝,増宮地方を選んで分析Lた｡

分析方法は90Srについては科学技術庁編放射性ストロンチウム分析法に従って行な

228Raの分析方法は,前処理Lた液にBaを加え,2椚Raを硫酸塩として共時させた(

アルカリを用いて炭酸塩とL,塩酸に溶かLて90日放置,2Nギ硬アンモニウムを用

交換樹脂(AmberlitelR･120)で226Raを分り,PRガスを用いて之帥Raのみを定

本方法によって分析した結果,三軌増宮地方の土壌把ついてほ拍Srおよぴ220Ra

いづれも三朝地方に多く,2倍以上の値を示している｡また三朝地方の土壌中の阜帥Ra

90Sr忙比Lてかなり多いが,野菜灰分中の阜帥Raは土壌中の甘川Raに比してかなり侶

忙よる汚染の場合とかなり異った傾向を示す｡

また三軌増富地方における外部線量の測定値を昨年報告Lたが,本年度は新Lく検

び測定した値を報告する｡

15 シンチレーションカウンターによ計覆壌の放射線の淵定

理化学研究所

山 崎 文 男,0岡 野

環境に存在する放射線はそこに存在する放射性物質より放出されるd軌 β執 r

線によるものがある｡これらのうち外部被曝線量とLて問題になるものはr線ならぴ

るものである｡これらの測定をシンチレーションカウンターを用いて測定Lた結果忙

る｡

1.r線の測定



チャンネル(TMC 402型)を用いた｡

測定方法はこれらの襲置によって得られたスペクトルについて最初最も高いエネルギ

光電効果によるど-クに着目Lこれ忙相当するコンプトン分布スペクトルを逐次差引く

なった｡この場合あらゆるエネルギーのr線についてそれぞれ標準のスペクトル分布を

次差引くのが理想であるが簡便な方法としてコンプトン分布を平坦なスペクトルとして

すなわち第l図における真のスペクトルを点線とすると測定されるスペクトルは実線の

り,これに対Lて鎖線の如きものとして扱った｡このような取扱い把より,逐次高いエ

からコンプトン効果を加味してr線スペクトルを決定Lた｡このr線スペクトルから凄

決定するにあたっては光電効果計数効率を用い,この際のコンプトン効果の差引きには

全スペクトルの比R=Np(Np+Ⅳe)を用い,単位面債当りの榛東密度の換算にはシ

ターの体積を立方体とLてその一面の面碕を用いた｡

この方法によって得られたそれぞれのエネルギースペクトルからその線量奉寄与を算

第l表の如くなり,それらの和は電離箱忙よる線量審判定結果と良い一致が得られた｡

この方法忙よって得られたr線スペクトル分布を異なる時期ならびに異なる環境につ1

を行ないその内容についての解析を行なった｡

2.宇宙線の測定

宇宙線としてシソチレーdションカウン∵クーで得られる情報ほ牒中間子高速電子線,シ

らびにr線忙よるものであり,測定にはⅣaI(Tg)シソチレークーとそれをかこむ=郁

レーク一による同時および逆同時回路把よるシンチレーションr線スペクトルの測定卦

主とLてNaI(Tg)で3MeV以上のエネルギー損失を与える信号についての解析を行ブ

第l表 測 定 結 果

Ra O.26mclm May.10.1963 立教原研野外Jan.22.1964

(MeV) (抑レ血) (MeV) (βⅠ/も)(加kV) (丑レ竹) (叫パl) (MeV) 匝Ⅰ/h) (MeV)

3.432

2.202

l.848

1.378

l.120

0.934

0.769

rhm o.865



Np

計

数

率



16 外部甲貢測定用高圧冒苗箱の試作

放射線医学総合研究所

渡 辺 博 信 0 松 田 節

山 下 幹 雄

屋内,外における外部被曝線量の分布を測定するため,1)r掘を0.L〟r/brの精度で

ること,2)纏質依存性が小さいこと,3)携帯が容易で電池式であることを目標に,高

チェンバーを試作した｡試作チェンバーの概要と,持性テストの結果を報告する｡

試作高圧チェンバーの概要

F.P.SPi-erS
の高圧チェン㌧べ-をモデルとした｡

ガスボンベの大きさは,直径15cm,30cm長,壁には3.2mm厚の自然放射能の小な

使用した｡封入ガス圧は20kg/cm2まで可能である｡線量率の測定は.イオン電流によ

ス電圧のドリフトを読みとることによって行われる｡

諸特性

次の諸持性についてテスト した｡

1)指毒薬に対する電圧ドリフトの直碩性

2〕封入ガス圧による感度持性

3)ガスの種類による感度持性

Ar-N2 混合ガスの混合比を変えて,各遁貨(14ヰCe,198上1u,22tミCo,バックダラ

に対する感度を調べた｡

4)用栗依存性

1ヰ4(〕e(0･133MeV〕から60co(1.173,1.332MeV)までの範囲のrほに対

ルギー依存性を,山ガス,M2ガス,Ar一蝿混合ガス,等について求めた(Fig.二

5〕温度持性

6)安定性

7)測定精度

測定精度は,封入するガスの種類,測定すべき渡質によって若干異るが,今回試作し

は,10〟r/gr 程度の韻量率に対し,封入ガス圧15気圧,1〔)分間測定で,およそ

〃r//一hr の測定精度を持つ｡従って,測定時間の延長,封入ガス圧の上昇によって0.1rJr

鹿ユ1⊥げることが出来る｡



へ
ゝ
守
一
㌧
予
一
持
主
･
ヱ 01

羊-凸

J妄岩声

0.2 0.3 0.5

E≠er紺 ふ M♂
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17 自動エアサンプラの試作

放射線医学総合研究所 阿 部 史 朗, 渡 辺 博

核実験または各種原子力施設の運転により人工放射性物質が,空中に拡散し放射性塵(

している｡これらを総合的に,かつ人体への吸入という観点から調べること性危害かよ〔

価にあたって重要な問題である｡

しかし現在までのところこの間題は十分解決されているとは云いがたい｡全放射能を

いうような簡単な場合でも,捕集,測定法の点で明らかでないことがあったり,人手と汗

たゎするからてある｡

上のような目的を十分に挿し,確実な値を得る装置が開発されれば有用である｡今回一



部分から人工放射能を推測する｡同時にこの曲線から短半滅期核種の効果がよよみとれる(

1.装置と構成

1-1構成:安定でかつ装置も簡単になるので集塵方式としてはケィルタ法を採用すノ

ルタについては十分吟味L虎結果集塵効率,表面集塵特性,自己吸所,後ち散乱,圧二

化の点からミリポアAAフィルタが最適と考え,テープ状の同フィルタを用いた｡

全体のブロブクダイアグラムは第1図の通力で,テープ送リメカニズム,集塵,楓

記録の各部よカ成る｡

1-2 集塵部,テープ送カ:集塵部はほゞ通常のエ了サンプラと類似しているが,フ.

強度レ〕点から･支持綱を用いるなど工夫してある0集塵スポット直径は50mmで,テ･

60mmである｡

テープ送カはフィルタペーパを定時間毎に定長だけ間欠的に送る｡送申出し間隔は.

き70mmである｡

1-3 検出部:パンケーキ型GM管(有効径44mm窓厚1.6mg)を2個テープの走手

並ぺ送られたテープの集塵スポットがちょうどその真下に来るように位置させてある｡

間を1単位時間とすると,第1検出器では集塵終了直後からはじまカ,第2検出器では雲

1単位時間后からはじまる各1単位時間だけの放射線測定が行われ,その減衰曲線がt

に記録される｡本装置では1単位時間が12時間または24時間に設定できる｡

バックグラウンド計数値を下げるため,検出部は60mm厚の潮で蔽い外部放射線壱

ている0バックグラウンド値は約18cpmであった｡フィルタ下部にはアルミ板を設巨

乱を防いだ｡

1-4 計測,記録中:計測には第1GM管に対しログレートメータ,第2GM管に対し

レートメータを用いている｡

ログレートメータは自然放射性物質の短半銭期成分ならびに突発的なカウント数増力

できるように,10ヰcpmのレンジをもたせている0時定数を300砂ていどにして,

バラツキを押えている｡

リニアレートメータは100,300,1000,3000,10000cpmの5レンジを持ち

レートメータの計数値の多少によってレンジが切換られる｡時定数は400 秒ていどて

レコーダは標準送力速度30m一丁〆br の6打点式のものを用い将来に備えている｡

2.特 性

2-1検出効率:幾何学的効率は2汀に対しほゞ100%-ごある｡

2~2 他の方法との比較:ミリポアフィルタ+ノくンケーキGM管(人手を使う方式)¢

と比較したものを第2図に示した｡集塵装置の此戟としてはひじ上うに良好な比例関屑

丁 イl､フ



また放射性物質の蓄積状況,相当長時間日后の放射線計測が行えるような第2号器を紬

さらに計測部を主とした検討をつづけその面でもより有意義になるようにするつもカでニ

(1)放医研36年慶年報

短)日本放射線影響学会第6会学会発表(unpublished)

(3)日本労働径生=学会第4回学会発表(unpublished〕
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また放射性物質の蓄積状況,相当長時日后の放射線計測が行えるような第2号器を言十画

さら町計測部を主とした検討をつづけその面でもよカ有意義になるようにするつもカで

(1)放医研36年度年報

(2)日本放射線影響学会第6回学会発表(unpublished〕

(3)日本労働径生工学会第4回学会発表(unpublished)
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18 治療用放射碑による遭伝有意門主モの推定

放射線医学総合研究所 物理第3

つ 橋 詰 牙任,加 藤 義 ま

丸 山 隆 司, 白 月 彰;

小 野 綾 子,

まえがき

診断用Ⅹ線による日不人の遺伝有意線量は,文部省の理研究に協力してききに年間約

reETL/man と発表した0今日は治療による放射線(外部照射のみ)による寄与を求めプ

遺伝有意線量の算出は一件毎にその照射条件によって求めた生殖腺墟量を測定し,こ元

の病気による5年生存率を考慮した年令別の子供期待数を掛けて求めた｡但し生殖腺の売

部については子供期待数を0とした｡

16.643 町) 帥晒
遺伝有意線量:D=E(djLj+djLj)/ENk.Wk

但し dj:j番目の人が照射でうけた生殖腺線量

Lj:j番目の人の5年生存率を加味した子供期待数

Wk:kの年令層の子供期待数

Nk:kの年令層の日本人の人数

実験方法

成人卦よび子供の人体ファントームを使用Lノて,治療の全国調査を行なった際の照射讃

にしたがって･正面を32,側面を22,背面を32に分割し,その各々の部位の中心を′

(8X8cm)で皮膚焦点間距離を40cm として各種繚貿の放射線を照射した｡

線量計には空気電離箱を使用し,直接線の測定には容積1cm3,散乱練の測定には容康

のもので,特に軌Ⅹ纏まで線質依存性の少ないものを使用した｡

線量算出方法

(i〕2の様な方法で求めた生殖腺被曝線量を,その時の皮膚面の位置把おける空中線量主

にて割り,空中線量1r,照射野1cm2あたカの先殖腺被曝線量を求めた｡

(ii)病気別に5年生存率を正常,60%,40%,30%,20%,10%,5%,川

段階に分けた0(但しlOは5年生存率0のもの)

始めの5年間は指数曲線によって死亡するものとし,5年後の生存率は正常と考え,

と年令層との牛存率曲親藩弄作わ▲ Fわ⊥各庄仝屈の子′牡触‡室数⊥示､L由一宴息佃人爪エイト



によってdjI.jを計算させた｡

4 実験結果と考察

線量計算に使用出来た調査表,16,643故によって求められた生殖腺線量および遺伝呑

は第1表および第2表の如くなる｡

生殖腺の被曝線量は約2.9xlO6 redとなb遺伝有意線量は約3.7XlO4 redとなる｡

この調査表は1ケ月の調査であゎ,その回答率は約60%,また回答数17,775枚のうち

に使用したもの16,643放であるので,これらの補正を行ない,1年間の日本人の治療らて

受けた遺伝有意線量を求めると約8XlO5 red となる従って生れて来る子供1人あたち

有意譲量は,この値を1.249)く108で割って6.5m rad となった｡従って治療用放射轟

遺伝有意線量はさきに推定した診断用Ⅹ線による遺伝有意線量38.6m radの約17%と

い｡

(tablel)
Gonad j〕ose(rad)

8-14

males

surface thcrapy

deep therapy

4,440

1,237

4,464

1,291

5,262

32,197

t
otal 5,677 5,755 37,459

females

Surface therapy

deep theraljy

1,289 2,345

1,84上1

2,372,604

2.37∠i,448 2,376

X RI t(〕tal

meles 43XlO3 36〉く103
山

79XlO3

females 2,376ゝ103 424XlO3 2,800XlO3
t

total 2,419XlO3 460ゝ103 2,879X】03



(table)
Genてica11y Signifjcantl)ose(rad)

> 15

males

Surfacetherapy

deep therary

12,181 12,318

famcles

SurfilCe thera野

deep therapy

4,131

2,817

t ot al 1,062 1,807 6,948

X RI total

males 14.6)く103 5.8)〈103 20.4)く103

females 8.7xlO3 7.8:xlO3 16.5XlO3

total 33.3XlO3 13.6XlO3 36.9XlO3

19 診断用X折損影による骨鞘繹㌻主の推定

放射確医学総合研究所 物理第3

0 橋 詰 雅,加 藤 義

丸 山 隆 司, 日 月 彰

小 野 綾 子,

1.まえがき

放射綿によ って白血病が誘発されることは一般に認められているが.その誘因はまだ



骨髄積分線量:D=gNノた年た/莞N上

骨髄有意積分線量:D.=∫N∫たLノ鳥d‥/甘N鳥

但し k:各年令層

j:照射の種類

Nノ鳥:k年令層でjの照射を受けた人数

d∫鳥:k年令層でjの照射を受けた場合の骨髄線量

N.:k年令層の全人数

Lノ上:放射線によカ誘発される白血病の誘発因子

2.実験方法

Actirre Bone Marrow の量を766gとして全身に配分し,約20gに1つの割合

光ガラス線量計または1ifl熱ルミネッセンス線量計をおいた｡照射条件はさきに遺伝有

を推定したとき用いたと同じものを使用した｡但し管電圧,管電流,フィルター,皮膚フ

間距離,照射野および撮影時間は50回の平均を使用した｡

3.線量算出方法

(i)骨と骨髄の不連続境界面の補正は,骨梁中と間隔の頗鹿表から計算し超過線量として

与えた｡

(ii)レントゲン値から吸収線量に換算するf値は0.93を使用した｡

仙 骨髄積分線量は次の10区画(14オ以下は12区画)どとの線量と,その区画の骨

積の総合計したものとした｡

頭部,頚部,助骨,胸骨,胸椎,陛椎,骨盤,イ山骨,大腿骨,上脛

(下腿,前腕)

帥 14オ以下は3～7オの骨髄線量を使用した｡

仙 ⊥j量は被曝後20年間に白血病が誘発されると仮定し,その間の生存比を考慮して求

4.実験結果と考察

各部位l回損影の平均骨髄積分線量に年間撮影件数を掛けて年間の骨髄積分線量を求め

]表の如くなb,全男性の受ける量は2.5XlO8g-rad/Y,全女性は1.8XlO8gr

となった｡また骨髄有意積分線量は第2表の如くなれ 男女それぞれ2.2)く108g-ra亡

よび1･6X108g-1-ad/Y となった｡この結果,日本人1人あたカの骨髄積分線量な

骨髄有意精分線量はそれぞれ4.3g-rad/Yおよび3.8g-rad/Yとなった｡

な卦,この調査表は35年度であるため,現在と多少違いがあると思われる｡特に問題

のは,フィルム感度と増感紙の相違および撮影条件数である｡これらの補正を行なうと3



TablelEN,･kdj農(mega-rad)

ノよ

S j te
of

Radiography

Nf上 dノ鳥

Female

S j te of

Radiography

1

2

3

d一

5

6

7

8

9

0

1

1

1

4

8

2

4

d｢

3

7

只U

J｢

8

6

｢0

1

6

3

0

7

0

1

6

6

3

1

5

21

Dよ=
234.6106

95.2106

12

13

14

15

i6

17

18

19

2 0

21

Tot
al

=2･46g~rad/)Tear･q=

D=D粛+Df=4･25g-rad/year

Table
2ENl･kL,.dj鳥(mega-rad)
ノ上

S主te
of

Radiography

Nノ上 dノた

170.1106

95.2106
1.79 g-red

Female

Site of

Radiography

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2

3

d｢

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1⊥

l

つム

2

3

仁U

●

●

●

3

0

0
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20 東海村周辺のパック･グラウンド放射稗の詞蚕(l)

電離箱,NoI波高分析器,GMカウンターによる線量測定

日本電子力研究所保健物理部

森 内 茂,笠 井 窯

松 下 紘 三,石 原 農 季

原子力研究所がある東海村周辺は関東平野の比限に位置し,関東ローム,丘砂,阿武隅止

系の影響を受けた久慈川沖積層:那珂｣fげ中積層その他種々の地質が分布していて自然放射誰

差がいちじるしい｡

われわれは1963年10月,1964年4月の2回にわたカ東海村周辺の放射線の地力

布を調査するとともに,電離箱GMカウンターNaI波高分析器による各測定法の相互比重

その実測値と土壌の核種分析結果からの計算値との比較検討をおこなった｡測定器の校正プ

線量換算には種々の考慮すべき問題があるが,われわれは次のような方法でおこなった｡乍

GMカウン∵タ′-はRa標準額源で校正した｡測定器自身のバック･グラウンドについてはて

箱の2汚梁による過大評価分は電離箱のガス圧対電離電流特性の零圧力外挿値を2成分に｡

値として測定値から差引き,GM管の壁材汚梁と宇宙線による過大評価分は先の電離箱劉斉

準にして決定した｡

Nal･による波高分布からの線量換算は,入射Y線のエネルギーに蘭係なく次式を満足｢

なG(E)曲線を波高分布に乗じ,これを全チャンネルにわたって総計するという方法で｣

た｡
E.(軋旦)G(即dE

MaE
=COnS t

E. :入射r線エネルギー

f(E,軋):入射r線E｡によってNaI中に失われるエネルギーEのノてルスの倣う

Ma :エネルギー町,のr線に対する空気の真吸収係数

実際の換算に使用したG(E)曲線は計算によカ得たG(E)函数を数種のエネルギーJ

線で補正ならびに校正したもので,単位はMr･h~ソヒpm of each channelで表わされ-1

地質別測定器別の測定結果は表1に示す通力である｡各測定値は宰領練成分を含まないフ

の値として示してある｡

これによると線量率は地質の違いによってかなカの変化がみられ,久慈川沖積層,関東[

の間には2.5 倍程度のひらきがある｡なお第一回目測定値と第二回目測定値の差はFall



表 l 測 定 結 果

4

丘 砂
6.2

7.口

uH
H

5.7

6.2

6.5

l

5.7

6.9

6.8

平 均 値
】6･6

6.13 6.3

関

東
ロ

l

ム

層

4.4

3.2 3.2

5.1

2.9

葦

2.3

4.3

4.9

3.0

4.3

4.3

4.4

3.6

2.7

4.7

4.0

3.8

3.5

3.1

4.4

3.7

4.2

4.0

平 均 値 4.1 4.42 4.1

仲

蓋｢

5.4

弓6.7

4.5

5.3

4.8

6.6

5.2

7.5 6.3

5.6

6.9

6.1

5.0

7.8 6.9

5.8

7.4

横川し
郡

層謂

7.0

4.6

5.8

4.7

6.7

5.0

6,3

4.6

新 川 4.6 5.5 4.6

‖
平 均 値 5.2 6.01

u
5.9

そ

の

4.4

4.9

6.0

6.0

5.5

5.0

4.4

5.3

5.3

5.0

5.0

5･4 i

4.0

4.7

5.4

5.9

5.4

他 6.2

4.5

5.0

6.7

5.9

5.3

6.1

4.9

5.4

総 平 均 5.2 4.7 5.40 4.88 5.3
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21 棄海村周辺のバックグラウンド放射預の調査(‡)

土壌中の核種分析からの線量評価

日本原子力研究所保健物玉里部 笠 井 篤, 森 内

松 下 紘 三, 石 原
▲豊

東海村周辺のバックグラウンド放射線を種々の角度から評価するため,電鍵箱,Na ェ

ー∵タ･-,GM管による測定と同時に同じ測定地点の土壌を採取し,その中の線量に寄与し

種,すなわちTb,U,年OK,96zr』5Nb,137qを分析してその墳度あるいは蓄積量から

ける線量寒を計常によってもとめ,実測値と比較検討した｡

(1)測定地点と土壌の採取

東海村周辺の地質分布は,地質調査所発行の地層図に従って大別すると,丘砂,関東

久慈川と郡珂川の沖積層に分類され阿隈山系の末端がでてきている所でほ複雑な地質争

いる｡測定点はこれらの地質を考庫にいれて26点を決め,昨年】0月と今年の4月の

たって測定と同時に土壌を採敬した｡

(2)土壌中の核種の垂直分布

土壌中の核種の分布は,Th,U,E,については均一に分布していろとみてさし

いが,フォールアウトは同じに被うわけにはいかない｡そこでフォールアウトの土壌中に

直分布をみるため,関東ローム層の土壌を垂直に各層毎にとりそのr放射能を測定した

果は第1回に示すような分布をしめしている｡そして8cm 以下の分を天然の放射能と

き,フォールアウトの成分のみについてみると,90%近くが深さ】cm のところにと

おりその核種の成分は95zr｣)5Nbが大部分であった｡

(3)核種の定量

士墳中の核種はr線スペクトロメーターで測定して定量した｡ThとUについては標

を,KについてはkcP をそれぞれ標準試料とした｡95zrと137csは,厚さ2cmの

寒天で固めて標準試料とした｡これらの標準試料でそれぞ■れのスペクトルをとり,それ

れる係数によって,エネルギーの高い方のピークから順次差引きスペクトルを分解して

238u,亀Ok,95zr,137cs
の正味の計数率をもとめて定量した｡

(4)土塁中の核種の壌度

定量した核種の値ほ第】表に示した｡これでみると1回目と2回目の同じ地点での値

核種についてはよく一致している｡各地層別にみると,Tb,u では地質のちがいによ

られずはぽ一定である｡kは明らかに関東ローム層が低くなっており,高いのは久慈川



これらの士γ沖の各核種の潤虔および蓄積量から,地上】mにおける線量率を計貰に

とめた｡その結果を第2表に示した｡ここで明らかなように関東Er･--ム層は低く,地の

均値で比較すると約2J上r/hr 低くなっている｡また第】回目の昨年】0月の値と2匝

4月の値ではいづれも2回目の方が低く総平均で約】.5〃r/hr の減少となっている｡

の甥確の値から計常した線量率と実際に測定した線量宰とを比較すると,第2囲に示す

常によく一致しており,特にNaIシソチレーク一による値とははほ1:1に対応して

(6)項囁毎の線量寄与の割合

各地点での線量奉に各核種がそれぞれ寄与している線量の割合を第3表に示した｡こ

と,昨年10月において一番大きく線量忙寄与している項種は95zr｣)5Nbで,総平均

と35%が95zr｣)5Nbからの線量寄与となっている｡しかし今年の4月では95z-r｣)!

の寄与は減少して】3%となり,kからの寄与が一番大きくなっている｡137csの寄≠

合ははほ一定で7%前後をしめている｡
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第1表 土壌中の核種憤慶

Ⅰ:第1回制定1963年10月

Ⅷ:第2回測定1964年 4月

地 点

番 号

A
-1

A
-
2

A -

3

平均値

B
-】

B
-
2

B
-
3

B
-
4

B
-
5

B
-
6

B -

7

C
-]

C
-
2

C
-
3

C
-
4

C
-
5

C
-
6

C
-
7

C
-
8

平均値

D
-】

D
-
2

D
-
3

D-4

D
-
5

D
-
6

232Tll

〟〟C/g

238 u

〟〟C/g ヰOK几牝/g K W%

9 5 ｣)5

Zr-Nb

mc/Km2

137cs

mc/Km2



第2表 土壌中核積分折からの線量睾

Ⅰ:第1回測定 19 6 3年10 月

Ⅱ:第2回測定 19 6 4年 4月

ぎA-2 0.96
1.18

0.81

0.89
B

-A-3
0.90 り.!〕9

!

…平均値 0.90 t〕.81

｢㌃て 11.23

0.81

().65

0.60

‡B-2
1.54 n.36

B
-
3. 0.84 〔j.93

!B-4
u

1.36 0.97

皇0●87

1.ロ3 1.15

‡

B
-
5 0.84 0.87

ー
B- 6 0.90 1.47

‡

毒B-7
"
…平均値

0.84

1.08

1.05

u
0.91

爪
0.44

C -】
1.45

1.98

0.99

1.15C
-
2 2.23 0.71

!C-3
n

1.42 1.65

1.35

‖

0.73 0.78

1

0.59

l

H
C-4
H

1.42 (｣.63

Ⅷ
1.tiO

】..16

0.77

0.87

C
-
7 1.51 0･8l

C
-
8 1.22 0.73

平均値 1.51 0.79

D
-1.

1.28 0.99
H

垂

D- 2 0.46 0.83

D一一3

D-4
D-5

1.07

0.87

1.35

11.41

D
-
6 1.74 0.55

D- 7 1.60

垂0･53
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第3表 核一種の線量寄与の割合

Ⅰ:第】回測定 196 3年10月

Ⅱ:第2回測定 196 4年 4月

地 点

番 号

Dose% Ul)ose%

L
-
2; 11!

ロ

ロ

L
--3 四 2〔)

F均値 円 H
ヨ ー】

25 ロ

〕- 2 28

∋
一
3 23 32

∫

▲

ヨ
ー
4
Ⅶ
22

u

ヨ
ー
5

H
21【 正

▲

l

l

巴

ヨ
ー
6 19 23

〕一 7 】.8 46

F均値 22

コ
ー1.

21

Ⅶ
29コ

ー
2 31

コ
ー
3 】.8 26

31

ま

コ
ー
4 21

コ
ー
5 30

コ
ー
6 18

ロ
ー
7 22

C
-
8 24

平均値 23

D -】 27

lD
-
2 8

D-3
D-4

D-5

20

】.3

D
-
6 32

K Dose%

39 t 37

46

95 95

Zr-Nb

Dose%

8

4

6

1

3

2

l

1

8

8

2

4

3

2

Cs Dose%

4

4

4

4
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22 Zp - Nbの呼吸による被曝穏ヨの推定

日本原子力研究所保健物理部

笠 井 篤, 片 桐

人 見 清 一

95z･r-95Nbの空気中頂定から呼吸によって肺に与えた被曝碩量についてほ,1961

から1963年4月までの値をすでに報告してある｡今回ほ引続きその後の値として19

月までのf直を追加すると共に,さらに呼吸によって肺に入ったものの一部がのみこまれて1

入るので,それによって消化管に与えた線量をも推定した｡

(1)95z.r-95Nbの測定

試料は空気中塵填を連続移動口紙式集塵器で24時間の連続集塵によって集め,この

1月毎にまとめて焼却したものを測定式科とした｡95zr-95Nb の定量ほ,マルチチ

のr線スべクトロメー一夕･-で測定して定量した｡この場合95zr-95Nbの0.76MeV

-クと卑近している137cs のピークとを分極する必要がある｡特に昨年以降95zr-9

墳笹が減少しており137cs のピークが無視できなくなってきている｡そこで標準の95

95N~bのr譲ス､ベクトルを試料と同一条件で測定しその標準スペクトルから得られる係∃

て試料が5zr-95Nb の正味のホトピーク計数率をもとめ(第1図),その値より95

95Nbの囁藍を決定した｡この場合すべて95zこr と95Nbは放射平衡にあるとして扱っ

r2)95z:r-95Nbの空気中時庭

このようにして1961年】0月から1964年までの95zr-95Nb の空気中憤夏

その結果を第2回に示した｡95zr-95Nbの損高鳴度を示した月ほ昨年の5月で4.9×

〃C/cm3 であり平均填置としては10-12〟C火m3である｡また全放射能のf直と比較し･

当然のことながら変動の傾向は昨年10月項までは非常によく一致しておる｡また全放j

と95zr-95Nb の損卑の比をみると,だいたい30%から60%の95zr-95Nb の

今となっている｡しかし昨年の1】月頃より全放射能と95zr-95Nb の潰変変化の傾

しなくなってきている｡これほその頃より95zr-95Nb が急速に減少しているのにな

や13Tcs などの長半減期のものの相対的な割合が増してきていることによるものであ.

嘲 肺と消化管への被曝線量

こが5zr-95Nb の空気中r■煙から呼吸による被曝碩量を計算したのであるが,こ(

95Nbほ不溶性として根った方が妥当であるためすべて不溶性とした｡ICRPでは不溶･｢

を年取lノた場合㌧]2.5% が肺にとどまり,62.5% が24時間以内にのみこまれ-
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ヒュ_マンカウンターによる測定値が0.7m〟Cとかなり近い値をしめている｡しかし二

4月では0･045m〟Cと1年間でkに減少している｡これはこの1年間特に昨年衡
95Nbの濃度が急激に低くなってきていることによる｡

一方蓄積線量は]961年]0月から今年の4月までの間で6･4m
rem となり,

らの1年間で約2m remの増加となっている｡

大腸下部に与えた線量ほ196】年10月から今年の4月までの問で0･95m
re

非常に′卜さい値となっている｡この大腸下部の線量は食事によるものの線量と比べ

程度の値となっている｡

これらのことから,95zr-95Nb の体内における被曝線量は,呼吸忙よって消1

線量および食物からの寄与などより,呼吸によって肺に与える線量二ラミー番大きいと

える｡

計 貰 式

肺への蓄積量

Qt =g

Ci.K.fa

†]-e-1(ti十]-ti))e-1(t-ti十1)

fa=0.]25 Te=42･2(day)K=2×107cm3/day

肺の被曝線量

11=ぞ〔
Ci･K･fa

Cj･K･fa

†(ti.1-ti)-‡(1-e~uti十1~ti))‡

i]-e-1(tj+1-tl)一‡†卜e一日t-tH-]))〕K

m=]000(g) E(RBE)n
=

0.52(Mev)

消化管の被曝線量

R
=ヱ5･5×1百ゼci･k･㌔(t什1-ti)

fa =0.625 T=]8(hr.) m=]50(g) ミ=0･43(MeV



第】表 95zr-95Nbの呼吸による肺と消化管への被曝棲量

珂市への蓄積量

0.47m▲αC】963年4月における蓄積量

ヒューマンカウンターによる測定値 0.7 m/上C

】964年4月における専横量 0.045m/上C

肺に与えた線量

】96】年】0月より】964年4月までの碩量 6.4mreI`n

年 平 均 2.6mrem/y

消化管(大腸下部)忙与えた線量

1961年】0月より】964年4月までの線量 り.95mrem

23 日 本近海海水の放射能

海上保安庁水路部

○長 屋 裕, 土富 崎 愈

背 戸 義 郎

1.詞 奄 方 法

前年に引続き,太平洋側では雫嘲を中心として,陸側,坤側の3海域,日本海側では対

即′り斗瑚と,陸側の2海域で現在迄,合計38点の全放射能測定桶海水と,50点の核種

試水を楳収し,測定に供している｡

2.調 奄 結 果

イ) 全放射絶

大千揮側‥･･昭和38年1】月には雫湖中心,押倒共に4.6dp研 と同レベルに

に対し,陸側においては】.1dp町守 と約与の恒を示している｡しか

39年3月には陸側,押倒共に増加の傾向を示しているのに対1】/,中



ロ) 核積分析

90Srの濃度は0･2～0･4脚C/g,137q の濃壁は0･3～0･6脚C//β

ベルと大差ない｡

24 深層水の放射性物質の分布

海上保安庁水路部

○長 屋 裕, 塩 崎

背 戸 義 郎

1.調 査 方 法

昭和37年9月に行った日本海溝北部での深層観測,昭和39年5月日本海観別の際

バンドン型採水器を伺いて海水を採取,核種分析を行った｡

2.調 査 結 果

日本海溝北部の分析結果から各核種別の垂直分布を図に示す｡500m以探でほぼ一

って,90srでは0.02～0.04iLFLC/β,137cs と144Ceはそれぞれ0.08～0.

0･】2～0･25〟〟C/g の範囲内にあり,表面海水と比較すると,90srでは1ムr
137csでは キ～㍑,又14ヰCeでは 呈～ ‰の値を示している｡
昭和39年の日本海観測の結果は現在分析を行っている｡



深層海水採集地点
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25 日本近海の底土の放射能

気象庁 海洋気象部

輿 水 直 文,○吉 村

由 良 武

凌風丸によって採取された本州東方海域の底士の全ベー∵クー放射能,および全了ル

の測定を試みた｡測定に剛､た試料ほ主としてコア-･サンプラーで採取された柱状

面より5Cmを切り取り,科学技術庁編の｢放射能測定法｣(1957年)によってノ

OM計数装置および硫化亜銘シンチレーションカウン∵クーを用いて計測した｡

測定値の換算にほ標準体としてベーター線測定用である500dps の酸化ウラン

了ルファー線の測定にさいしてほアルミニウムカパーを取り除いて,238U1
23

変のさい放射されるアルファー線(4.18Mev)を活用した0

未だ測定数が少なく,結果ほ粗な図に終っているが,遠洋の深海底士で･パックグ

れるこの測定値が高く,沿岸の2,3の点では今までのところ何れも僅かな値である･

大洋底士のバックグランドが主として2さ0恥(Io)の沈積に起因してもたらされてい

ことより,大陸の縁辺部でほ陸成の堆積物,石灰質の沈積物などによって希釈されて

あるいは傾斜や流れで流失してしまったりしたためであろう0
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26 日本近海の海水の仝ベータ･一放射能

気象庁 海洋気象部

秋 山 勉,0鷺

由 良 武

昨年に引き続いてチ1963年7月以降1964年6月までの海水の全ベータ∴-放早稲

果と中層および深層にお里る測定値の経年変化のありさまを報告する｡

1963年7月より1964年6月までの表面海水の全ベーター放射能測定値は,和一

まかに見て変化なく,本州東方海域で0.6-6.1卯C/ゼ,本州南方海域でU.針-6.1/

東支部海で0.9-2.4〟〟C/ゼ,日本海で2.4-12.1〃〃C/g,オホーツク海で2.3-:

となっていて,依然として日本海か高く,10〟〟C/守以上の測定値が3個現われていこ

紀州沖の南下のラインと南方定点(290N,1350E)の観測結果によって,表面水の=

動を取り上げると,1964年ほ1963年に比し減少気味になっているのが伺える｡

また,表層下の海水についてみると,300m以浅は測定値が嘩少ではっきりしないが,

層付近での1964年の値ほ平均1.32/川C/ゼ(1.い-1.5′川C/ゼ)となっていて,

年のレベルと殆んど変っていない｡(第2図)したがって,以上の結果ユり表層下の衛フ

に長い半減期を持つ核碍がおいおい混入し,相対拍に比を高めたことによるのではないゴ

れる｡また,それゆえに表層下の海水が核実験以前,もしくは1960､1961年の1

に放射能を減少するようになるまでにほ,なお可成りの年月が必要になるものと思われ〕

表層海水のベーター放射能の推移

〝宛
6.0

+ 南方女臭

(′詰ギ〕

一欄--/5∫■亡鳥丸
〔言/†トヱJ知■打)

ギ=ハ〓′

1
1
-
､

′
′
-
/

l

､

1
-
-
1
t
1
1
1
1
1



中層海水のベーター放射能の推移

Ⅰ一十 5寵壬20-IOO札
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27 19占2年太平洋捕獲魚の放射性物質 (第2報)

放射線医学総合研究所

佐 伯 誠 道 上 田 泰

鈴 木 譲

第5回放射能調査研究成果発表会論文抄録集p.36-46,(1963)に引きって

年8月中旬に捕獲されたメパテ,キハダ,ビンナガ,クロカワカジキの放射性核種の分軒

なった｡

その結乳新に130c5濃度について第1表にあげる結果を得た｡核爆発実験の直後に杏

試料ではあるが,前回90srについて観測されたと同様に137c5についても,その濃度のこ

ものほ認められなかった｡肝臓が37cJ濃度は他の組織に比べて高いことが観察された(

第1表 マグロ中が37cj濃度

魚 種

メ パ テ

メ バ チ

試料番号 組 織 pq^g/'resh
N14

Nq4

肝 臓

卵 巣

44 3±4 4

3 3士0 3
:~ =

asll%

1.01

0.98

k%/asb

25.1

29.0



28 日本海側と太平洋側の魚類中のストロン

チウムー90,セシウムー137濃度

放射線医学総合研究所

佐 伯 誠 道 上 田 泰

鈴 木 譲

1 緒 言

日本人の主要な動物性蛋白質源である魚類の放射能汚染の調査研究ほ,放射性降下物

える影響を知るために必要なはかりでなく,将来の問題として考えられる放射性廃棄物

に与える影響を評価するために必要な放射能パックグランド調査としても意味をもっと~

2 試料と実験法

日本列島の日本海側の試料として新潟沖合のカマス,サバ,了ジ,ボラの海水魚及び′

コイ,フナの淡水魚〔天然魚)を1963年10月中旬に採集した｡太平洋側としてほ

サバ,千葉県竹岡のカレイの海水魚と東京湾の′､ゼの汽水魚及び淡水魚として東京都下

殖魚)を1964年1月中旬に採集した｡各試料につき骨,筋肉,内臓の3部分を採取

で灰化して分析に供⊥た｡

3 考 察

(1〕魚骨中の9Qsr

第1図に見られるように,海水魚と淡水魚とを比べると,溌水魚は,海水魚に比

いにS.U.(90sT pりセ.Ca)が高い｡この原因として,海水ほ,淡水に比べて

びにCa 濃度が苦るしく高いので,gOsr ほ了イソトーブ稀釈され生体内に摂取蓄

が滅ずることが考えられる｡即ち,雨水中ではCa:1･]mg/瑠Sr:0■0】4m針ゼであるが,(′E

化学全開東支部地球化学研究会,】962年】0月),海水ではCa:40伽g/ゼ,Sr

(0.Ⅰ.Leipunsky:Atomnaya Energia,3,53O,1957)の嵐斐む

淡水魚についてほ,東京に比べると新潟の魚骨のS.U.か高いことが観察され

方に比べると,放射性降下物量が概して多いことが原因のiつであると思うが,両二

生育する環境の水質や餌料に関して今後の検討を進めて原因を明らかにしたい0
ま二

S.U.が他の海水魚に比べて苦るしく高いことは,興味かある｡ポラの摂餌の粋

ずくものかもしれないので,他の地方のポラについても更に調査したい0

(2)魚類の筋肉と内臓の13Tcs

第1表の結果に見られるように,日本海側のサバを除いてほ,何れの魚種につい



更に調査を進めたい｡

又,共に鳥星野潟に棲息するコイとフナでほ,その筋肉のC.U.が,コイは16.

フナの59.6と可成りの差を示しているが,この点についてほ更に調査を続けたい｡

海水魚と淡水魚とを比較した場合,137〔〕sについてはgOsrに認められたような両者♂

差は認められない｡海水の安定Cs含量ほ安定Sr含量に比べて甚だ低く,0.0005mg.

ることと,海水魚のCs濃縮寒が比較的低いことが原因であろうと考える｡

試料の採集にあたり格別の御協力を賜った新潟県衛生研究所の各位,並びに本研究戸

生第5研究室,小柳卓,大桃洋一郎の両氏に感謝する｡

第1表 魚類の137cs濃度

pら尤g/■resh

カマス

ア ジ

サ パ

ポ■ ラ

コ イ

フ ナ

筋 肉

内 臓

筋 肉

内臓

筋 肉

内 臓

筋 肉

内 臓

筋 肉

内 臓

筋 肉

内月蔵

1881士181

88 3士 8 0

92 4士 9 0
■ ●

38 2± 3 5

45 2 士 4 4

158 9±15 0

132 9士118

53 8士 5 0

39 5士 3 7

146 9±14 6
■ ■

5

7

7

7

1

1

コ
■
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■
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【

〓
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4

1

1

0
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5
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O

8

■

■
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9

5

8

5

1

8

ハU

2

1

2

2

3

2

3
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12 7±
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太

平
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側
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サ バ

ハ ゼ
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29 棄京湾内海水中の放射性核種の濃度第一報

ストロンチウム90濃度について

放射線医学総合研究所

大 桃 洋一郎 児 玉 辛 夷

山 口 治 子 佐 伯 誠 道

東京湾内の3地点を選び,その表面海水中に含まれる放射性核種の濃度測定を行なった｡

実験および結果

1)試料:1963年7月および11月に千葉港沖において採取された表面海水,196

月および8-9月に千葉港軌木更津沖並びに上総湊沖において採取された表面海丸

1963年10月に新潟信濃川河口において採取きれた表面海水を試料として剛､た｡

2)分析法,分析法は,塩崎ら(海上保安庁水路部)の方法によった｡即ち､90srを直毛

ずに,水酸化物共沈法により捕集した90Yを,TBPにより抽出し,しゅう酸イット

として分離定量する方法である｡

3)結果,得られた結果は,第1表に示す通りである｡

第1表 東京湾内海水中の90sr濃度(90sr pq/e)

その他の核種137cs,!4ヰ〔k およびg5zr-95他については,目下データーの整理中



30 海水放射能の調査報告(Ⅰ,棄京湾南部海域)

防衛大学校化学教室

0岡部 建蔵, 加瀬 常男, 粕谷 瑚

南 武久, 大野 良一, 丸山 禾

1 調 査 目 的

核爆発実験に伴う人工放射性物質による環境汚染の調査を目的として,当校では従頭

産土雨水の放射能を測定して来たが,38年慶より河水,池水,海水等の水系試料の誹

したので,その一部として東京湾南部海域の海水放射能について報告する｡

2 調 査 海 域

調査海域は神奈川県三浦半島の周辺海域であるが,便宜上次の4水域に分けてデーづ

した｡

(1〕三崎水域:武山の南方荒崎より城ケ島を廻って,久里浜南方のアシカ島迄の水域｡

内の採取点は荒崎,城ケ島 剣崎,下浦等で,いづれも海岸の岩場で採水した｡

(封 浦賀水域:アシカ島より北方の浦賀水道を経て,第2第3海壁を結ぷ線迄の水域｡

内の採取点はアシカ島,浦賀,観音崎,走水等で,主として舟艇を用いて海上で採カ

(3)横雷賀市水域:第2第3海壁を結ぶ線より西方,勝力岬迄の横須賀市に面した水烏

城内の採取点は馬堀,大津,猿島,三笠公園等で,海岸の砂場で採水した｡

(4)軍港水域:横須賀湾及び長浦湾内の水域｡この水域内の採取点は6地点で,両湾P

配分して,舟艇により海上で採水した｡

3 調 査 期 間

調査期間は各水域によって多少の差異があるが,38年11月より開始し,現在に∃

但し本報告の質料データーは39年6月迄のものを集計した｡その理由は39年8月上

の政則能レベルが明白に低下したからである｡試料採水は毎週1固定時に行なった｡

4 実 験 方 法

1地点毎回の採水量は30βで,これに0.5Ⅳの過マンガン酸カリ3qmゼと約3%¢

素10mβを加えて標伴後,1時間室温で放置熟成する｡約80慶に加熱し,冷却し釆

る｡口碑は捨て,二酸化マンガンの沈澱を焼却して得る粉末を試料として,ベーターカ

ー放射能を測定する｡粉末の重量は0.2乃至0.5gエー程度であった｡ベーター線の強鰻

(マイカ膜1.4ⅠⅥg/eⅡIうを用いて測定し,装置の計数効率はUX2を標準として定めナ

1ワ丁ち蚕り ∩窓用若で一風､ス_ ガンマ_墟の弓台庶はウェルタイブのシニ/千レーシ′ヨ ン′. カ(



放射能値(〟〟e/ゼ)

r

最大値 2.23

最小値 1.07

平均値 1.57

β r/β

1.03

0.61

0.78 2.0

(2)浦賀水域:

採水期間 38年11月6日より39年6月22日迄

採水総量 2,380ゼ

放射能値(〟〟C/g)

r

最大値 4.10

最小値 0.71

平均値 1.64

0

3

7

β

4

3

7

_

●

●

2

0

0

r/β

2.1

(3)横須賀市水域:

採水期間 38年Ⅰ2月3日より39年6月4日迄

採水総量 1.200g

放射能値(〟〟e/g)

r

最大値 5.00

最小値 1.03

平均値 1.94

β r/β

2.09

0.47

0.92 2.1

(4)軍港水域:

採水期間 39年1月16日より39年6月17日迄

採水総量 3,260ゼ

放射能値(〟〟e/ゼ〕

r

最大値 4.73

最小値 0.80

平均値 1.92

3

9

5

β
一
2

3

8

●

_

●

2

0

0

r/β

2.3

6 所 見

三崎水域及び浦賀水域の試料水ほ一般に清透で,その放射能平均値はベーターでそれ

0･78及び0･77であるのに対し,横須賀市水域及び軍港水域の試料水は一般に濁って



について1･0乃至0.5を採用して見ると,この平常レベルより低い場合は非常に希れ-

この平常レベルより高い場合は上記の如く荒天で海水が濁った歩合にしばしば見られる｡

内では毎回6地点で採水するが,その各回の平均値について調べて見ると,上記の平常方

ルより高い場合は例外なく採取時が下げ潮中の場合である｡逆に下げ潮の時は必ず海水`

ベルが高いとは云えない｡この事より軍港の様な閉鎖区域では,海水の放射能レベルが肖

りも稽高い場合が多い可能性があると思われる｡

311963年度における海洋生物の仝β放射能について

水産庁 東海区水産研究所

0服部 茂昌, 本城 康至, 木立

奥谷 喬司, 鈴木 秀弥, 田中 萩

1963年度に太平洋削で行なわれた海洋生物放射能調査の資料,および前年までに礪

科に基づいてその概要を報告する｡

1 生物群別放射能水準と種類による特性,

1963年4月～1964年3月に得られた海洋生物群別の平均放射能およぴそれぞ

値とその種類を第1表に示した｡

この表によれは従来同様プランクトンの放射能は高水準を持続している｡しかし植物

トンが例年にくらベ200J用e も低い値を示している｡これは核実験の中止にともか､

における植物プランクトンがすべての時期,地点で低下した結果による｡動物ブランク

射能ほ植物プランクトンのような低下現象はみられか､｡ベントス中ではナマコ類が累

2倍という高い値を示している｡このことはナマコ類が比較的長寿命の特定核種を濃縮

に核実験が中止されてもなお高い放射能の水準を持続したものと考える｡

2 放射能分布の海域性

放射能の測定の行なわれた海域を内湾域(東京湾),沿岸水域,黒潮流軌 冷水域(.

黒潮反流域の5水系に分けてプランクトン政則能の強さと変動傾向を考察した｡上記5

通してみられる現象としては1957年調査開始以来1962年に現われた最高のピー

減少し,1963年12月,1964年3月には核実験のなかった1960～61年のl

ルにまで低下していることである｡この低下傾向にも3つの型がある｡すなわち東京湾

は1962年11月を境に急激に減少し1963年に入ってからははぼ滅少しつくした

1 凸 仁 J上ご つ 【]丁′ア:三三 .一rl､｢乙
)- ↓11′ア･[岩■l､ンヽ上重工1L′k鈷 E日並Rこ虫t=色 目ヨニ古口E言こ虫k圭I､J｢乙△.｣†′ア∴kか



能が東京湾にくらべて高水準にあることは従来同様である｡

1957年本調査開始以来上記5水系について,4000〟〟e/g灰以上の比較的高い

海域別出現地点比率は次のとおりである｡

測定試料数
4,000〃〃e以上の出

現地点数

東

沿

冷

黒

水

京

水

山存

潮 流 域

黒 潮 反 流 域

78

147

11

41

52

1

5

0

2

1

4,000上川e以上

の出現地点数/測

1.28%

3.40

0

4.88

1.92

上の表から一応黒潮流域は他水系に比べ高放射能の出現頻度の高い傾向がうかがえる

沿岸水域においては1963年庭中に高放射能出現地点が2試料加えられ,前年までの

ら3･4%に増加している｡

東京湾,房総沖,相模灘,鹿島灘,遠州灘,薩南など海域別にその放射能水準をみる

が他海域に比べて低いことは前述のとおりである｡1963年5月に遠州灘押が特に独

い値を示した｡この原因については現在明らかでない｡

3 放射能の経年変動

東京湾と房総沖,相模萌のプランクトン放射能の経年変動を第2図に示した｡プラン

射能の変動ほ核実験の有無すなわちfalトout の量と高い相関があり,特に東京湾で

と時期的なずれのない,きわめて敏感な反応を示していることは従来と今年度も全く変

東京湾におけるプランクトンは博物が主体を占める場合が多く,逆に外洋でほ動物が主

る場合が多い｡この動物,植物による濃縮の違いや海洋におけるfall-Out の分布の

複雑であること等から陸上におけるfalトout 現象とは簡単に対比出来ない｡

ネクトン,ベントスの放射能の経年変動は1963年庭中にほ1957年調査開始以

伯を示した｡しかし1963年12月以後滅少傾向を見せるものが多い｡これらの変動

ランクトンの変動とはそのピークにおいて多少時期の遅れを示していろ｡

4 放射能の垂直分布

プランクトンについては房総沖において0,50,100,200ⅠⅥ各層の測定が行なわ

層とも512～790〃〃eを示し,深度による差異ははとんどない｡これはfa‖-Out

放射性核種の減衰とあいまって海洋中における上下層の混合を端的にあらわしている｡

ほ核実験停止中にみられる共通した現象である｡

ネクトン,ベントス(ナマコ類を除く)も16～1950m の範囲の採集測定が行なわ



5 プランクトンの放射能cっ減衰

プランクトンの放射能の減衰を追跡した結果,1963年度においては,従来の剃

た滅衰とは異なる傾向を示した｡すなわち1958～1962年に測定されたブランクト

の減衰傾向は採集直後において,核実験の有無を問わず見かけ上約20～40日の半

ていた｡しかし38年5月および11月の結果ではそのような早い減衰は測定されず

集日から60～80日以_上程過した後の減衰の傾向(半減期約200日以上)を38

ンクトンはその採集の初期に示している｡

第1表 生物群別平均および最高放射能(38年4月～39年3月)

32年7月-38年媚 38年4月
～

39年3月

最高値を示した試

種 類

プランクトン

主 動 物

主 植 物

ネクトン 魚 類

ベン′トス

ホ ヤ 類

ナマコ類

ウ ニ 類

ヒトデ類

海百合類

甲 殻 類

斧 足 類

腹 足 類

堀 足 類

頭 足 類

多 毛 類

花 虫 類

ヒドロ虫類

海 綿 類

ミシマオコゼ内蔵

エ ポ■ ヤ

ハナガサ消化管内容物

ムレーウニ消化管
内容物

ヒトデ類

ウ ミュリ

エビ類

イタヤガイ軟体

ナガニッ軟体

ミ ミイカ

ウロコムシ

ャドカリスナギンチャク

カイメン類
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一核実験期間

32 海洋生物の90Sr,137Csについて

水産庁東海区水産研究所

0戸沢 晴巳, 渡辺 和子, 南迫

38年より39年前半にかけて採取された海洋生物の90Sr,137Cs分析を行なった｡

である海藻類および魚類についての結果を第1,第2表に示す｡

90Srのレベルはノリが前年よりやや上まわっているが,大体において大差はない｡ニ

ウム単位で比較すると海藻類は魚類の10倍くらい高い値を示している｡またノリと魚糞

含量を考えるとセシウム単位は魚類の方がはるかに高いと推定される｡同一試料中の90王

13TCsとの比をみると一般に137Csが多いが,この傾向は海藻類よりも魚類の方に著しt



註) 第3回放射能調査成果発表会 抄録集 p.47

第1表 海藻類の90Sr及び137cs

試 料
採取時期及

場 所

38.1広 島

38.11 〝

38.1塩 釜

38.11有明湾

38.1伊勢湾

38.1三河湾

38.11 〝

38.1子 葉

38.1三 崎

38.8 ′′

2

7

9

1

5

3

4

3

2

1

0

1

●

_

_

●

●

■

0

0

0

0

ハU

ハU

O

l

■

●

2

5

5

1

5

4

5

3

1

只U

●

●

■

_

1

0

0

nU

第2表 魚類の90Sr及び137Cs

試 料
採取時期及

場 所

38.5東京湾

38.6真鶴沖

38.10 〝

39.3 〝

38.3八戸沖

38.11 〝

38.5香住沖

38.5 〝

38.5新潟沖

39.3真鶴沖

3

9

4

5

●

■

_

●

l

1

4

1

6

亡U

●

_

2

1

2

2

5

2

●

●

●

●

0

0

0

(U

6

3

●

●

0

0

0

7

5

4

9

7

8

亡U

O

2

9

qV

6

2

2

9

3

4

6

只U

●

●

●

■

●

_

●

●

_

●

0

0

0

1

0

0

(U

O

O

O

28.8

32.4

22.4

45.8

11.2

28.2

9.6

10.9



33 日本近海プランクトンの放射能汚染

水産庁東海区水産研究所 ○敦 賀 花

海洋生物の長期間にわたる放射能汚染には主として54Mn,55 59f'e,60Co,65Zn,

95Nb,106Rt)-106Rh,144Ce-14ヰPrなどがあずかることが認められている｡海洋生弔

ついてFe,Co,Zn,Zr,Ru,Ceの同位元素を分析する方法を検討し,その分析法∃

和39年2,3月と5月に日本近海で採取したプランクトンの汚染状況を調べた｡

1 分析法の概要

試料灰分0.5～2.O gにキャリアとしてFe,Co,Zn,Sr,Zr,Nb,Cs をそオ

Ceを】0汀】g,Ruを20mg加え,10倍量の混合融剤(KOfI:E2CO3:ENO3=2

で融解する融成物を熱水で浸出してZn,Nb,RuをFe,Co,Zr,Ceの水酸化物･

塩)から分離する｡

水溶性区分からZn,Ruを硫化物として沈殿させてNbを除いた後,R uは亜顛末レ

金属ルテニウムとし,Z nはオキシン塩としてそれぞれ単離する｡

水に不溶の残査(Fe,Co,Zr,Ce を含む〕は硝酸,次いで塩酸で処理して珪酸･

れに含まれる)を分離した後,Cl型陰イオン交換樹月旨柱(9Ⅱ】m頑･×250Ⅱ1Ⅱりに吸景

Ce,Co,Fe を8N.4N,0.5N 塩酸を用いて順次濁出させ,各藩離挽からCe,

をそれぞれシウ鞍塩,アントラニル醍塩,オキシソ塩として単離する｡

Z
rを含む珪酸は弗化水素で処理した後,Z rをマンデル酸塩として単離する｡

以上の操作によって得られた各元素の重量から添加したキャリヤの回収率を求めた召

クグラウンドカウン′クーで放射能を計測して採取時の強度を算出する｡

この分析法による各元素の回収率はZ rの60%を除いて80～9-0%であった｡

2 結 果

Fe,Co,Zn,Zr,Ru,Ceの同位元素のうち,144Ce-144Prの存在が最も卓走

106Ru-106Rhがこれに次いでいた｡すなわち14ヰCe-1ヰ4Prは500～1,000pc/as]

106Ru-106Rhは10～300pc/ash-1g であった｡55Fe,60co-65Zn.95Zrら

の試料ではその測定値が標準偏差以下の値を示すのでそれらの存在は無視せぎるを賽=

月採取の試料についての55Fe,60Coの測定値は1.0～】.5士0.3epmであった｡

昭和38年までのプランクトンに多かった95Zr-95Nbの存在は既にまったく認め巨

た｡

海域別.動植物プランクトン別による汚染状態の特徴については分析例数が少ない(



34 棄海沿算水中の137Csについて

日本原子力研究所保健物理部

亀田 和久, 人見 清一, 岡本 利夫

日本原子力研究所においては,研究所周辺の環境物質の放射能調査をおこなっているが

環として東海沖の海水中の137csの定量分析をおこなったのでその結果を報告する｡分析

海水100ゼにつき,16%フェロシアン化カリウム50Ⅱ1ゼ 10%硫碑ニッケル50Ⅰ℃上

え,増枠後の沈澱物を測定式科とした｡これをTMC4nOチャンネルの波高分析器で20

ンネルを約3MeV のエネルギーバンドで400分測定をした｡

Fig.1は東海沖の海水中の137csの測定結果である｡この測定より

1)一般に沿岸水中において,137Csの濃度が高い｡

2)すくなくともこの採水点では100打1以残でほ137cs濃度に差はない｡

北大平洋の黒潮流域での137csは0.5〟〃C/且以下と推定されるので,この沿岸水中で顕

とは137cs濃度が高いことである｡

Fig.2 は東海沖の沿岸水の水温,塩素量と137cs濃度および雨量と雨水中のgrOSS

Vityを示す｡この結果!沿岸の同一点(63年2月,6月,9月,11月,64年1月

水した試水中の137csは7月～11月に高く,12月～6月に低いようであるが,これを

に季節変化とも考えられるが,それにほ更把長期の測定が必要であろ｡

次にFig.3 はT-Sダイヤグラムと137Cs濃度採水月,沿岸よりの距離を図示して＼

れによると137Csの最も低い値(0.45上川C/g)は沿岸よりの距離が40k汀】の地点で侍ら

る｡この値は黒潮流域での推定値とはぼ等しい｡また約20km の地点では,0.63～0.壬

〃〃C/ゼ であり,10k打】以内ではNo.16 とNo.18 を除いて0.8(〕〃〝e/ゼ 以上の値

ている｡No.16(0.70)No.18(0.76〟〟e/ゼ)の値であろが,これ:ま摺で示されるよう

的高いSalinity を持ち,10km以内にあっても,沖合水の影響か払った結果と考え

現在海水中0)131Cs汚染に対する直接のf】ow otJtとfaH out･T)影響ほ同じと孝

るにもかかわらず.東海沿岸の海水中の137cs濃度の高いことについてほ,次の諸点が実

る｡

1)陸地に蓄積された137csの海への流亡

a)河川水によるもの

b〕地下水によろものとが考えられる｡

しかし,この137csの地表移動については,すでに多くの研究者によって報告されていモ
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2)沿岸地帯の陸上に蓄積されたfa】】out の風による沿岸水域の落下

これは一般に地上のfaH out の蓄積を測定する際に直接落下するdtJStやrainl

中の放射能からの蓄積量の測定を土壌に蓄積された放射能の測定値とに差があり,この妄

については現在検討きれているが,差の原因の一つとして地上の植物等への付着や一連`

鎖による移行が考えられる｡こうした地表の植物やfallout が風等によって海に飛ラ

とも考えられるカ㍉ その量については充分換討していない｡しかしこれらのことが外洋7

て沿岸水中への=7csの寄与は考えられるが,約2～3倍の値を示す主な原因に在るこ之

と思われろ｡

3)当研究所よりの放射性廃液放出にとも在う影響の有無

これについては58年4月から64年7月までの放出液の全放射能ほ約100mcで毎｣

量は均一でない｡この廃液がかりに137c日全てであるとして原研周辺の10加12探さ1〔

域に1ケ月間貯留され均一に分布したと仮定しても実際の沿岸水中が3Tcs濃度の増加せ

与しない｡

4)沿岸水中での137Csの濃縮作用

a)プランクトン等の微細な海洋生物による濃縮

b)沿岸水中の懸濁物等による付着

筆者等の海水中が37Csの分析法はこれら微細な海洋生物や懸濁物等の分離していか

に13Tcsは海水中でイオン状で存在し,また海洋生物による濃縮率が低く,藻類が37c;

奉は1～3であるとされている｡このために希土類のように海水中で粒子状またはコロノ

なる元素と臭って,C sのような海水中でイオン状の元素の濃縮についてはあまり考慮ぅ

ない｡しかし箋者等の調査結果から,プランクトンや懸濁物量の少か､外洋水からの影華

な沿岸水でが37Csの高い濃度が予想される｡これらについては今後さらに調査検討を遥

35 北海道における放射能調査

北海道衛生研究所⊂1安 藤 芳 目

昭和38年鹿委託調査結果の概要を報告する｡

1 雨 雪 ･水

札幌市における雨雪水中の放射百酌ま,前年産に戟べてはるかに減少しており,年間をう

ちじるしい異常値は認められなかった｡月間降下量をみると,第1表のとおりである｡



2 浮 遊 じ ん

札幌市における地表附近の浮遊じん(医理研製静電式集じん器による)の放射能につ

間平均値をみると,第2表のとおりである｡

第2表 浮遊じんの放射能(昭和38年～同39年)

~㌻丁~話諒~1~｢｢｢~㌫諒~｢~~す丁~五言完｢丁

≡･一‥‡:一
三

3 陸 水

上水及び流水中の放射能は,全く異常は認められなかった(最高値･帯広市原水25･

しかし融雪水中にはかなりの汚染が認められた｡即ち最高値は浦河町(1月)の174∴

である｡

4 土 壌

札幌市及び帯広市における末耕地土壌の月間蓄積量は第3表のとおりである∩

第3表 土壊中放射能蓄積量(昭和38年～同39年)

市 月 mc/km2 市 月 mc/km2

札

幌

6 118.8
廿

7 123.2

9 135.2
田

広

H

8 148.4

12 295.6 10 228.2

3 119.6 11 240.0

5 食 品 類

農作軌 牛乳及び魚介類の放射能は,前年度に較べていちじるしく孤少し,ほとん

汚染はなかった｡しかし牧草にはなおかなりの汚染が認められた0それらの結果を示

のとおりである｡

第4表 食品類の放射能(昭和38年)



〔附〕北海道荏牛乳･粉乳及び牧草のストロンチウム90含有量キ

近年北海道産牛乳が,内地竜のものに較ペて一般にストロンチウム90含有量が高い

ているので,その実態調査として,地域差あるいは牧草との関連性があるかを調べた｡

の一部を示すと,第5表のとおりであり,牧草の影響が認められた｡

第5表 札幌露牛乳及び牧草(オーチャード)の90Sr推移

牛 乳 の 90Sr

採取年月 日

38. 5.24

38. 7. 9

38. 9.13

38.11.20

39.1.16

5.4 ± 0.4

9.0 士 0.5

12.3 士 0.6

30.3 ±1.1

11.7 士 0.6

牧 苛二･の 90Sr

採取年月 日

38. 6. 7

38. 7. 9

38. 9.13

38.】1.20

141.り士 6.

297.7土11.

244.6±14.

495.3士19.

糖分析は･牛乳は分析化学研究所･粉乳ほ埼玉県衛生研究所がそれぞれ担当した｡

36 宮城県における放射能調査

宮城県衛生研究所

佐 藤 新 作, 秦 野 輝
二

1 ま え が き

1963年4月より1964年3月まで科学技術庁の委託調査及び県独自で行なった言

いての概略である｡

2 制 定 方 法

科学技術庁匠設けられた放射能制定某準小委員会｢放射能測定法｣(1963年)に〔

い食･訓丁〔′十kは分光光度計フレームフォトメーターにごり定量しすOKによろ放射能の≠

なった〕

榊抑唄の試料について･その放核能強度をdpsまたはrltjrie単位で正確に求め)

尊意ことであるが便宜的に測定試料500mgと同重量のKC】(4{うⅩのβ線の最大エネル±

1･33MeV〕を用いたc(KCllOOmgに含まれる4OKは90d･P･rn〕又陸水のエうモ′

ノ少か､試料については自己吸収の影響も小さいと考えられるのでU3(〕弓(UX2のβ線で≡



表への蓄積量が増大したためと思われろ0それぞれの最高値を示せば上水(原水〕で

〃〟e/ゼ(昨年は19.0〟〟C/g)天水は539〟〃C/ゼ(513〃〃C/g)で土壌では

50抽-g当り328.9〟〟e(652〟〃e)のグロス放射能が測定された｡

3-2 食 品

食品関係のグロス放射能も昨年同様高い値を示した0最高値を示せは牛乳は33･9

年は22.3〃〃e)野菜関係では白菜の13･4即e(33･37〟〟C〕穀類では白米の31･

(7.14即e)を示し,また魚貝娼でほ｢しじみ｣の239･2〟〃C(285･6〃〟C)と長

｢さんま｣の37.1冊C(32.4即e)｢いか｣の27･7〃〟C(21･34川e)であて

委託外の調査として実施した本県特産の｢松島かき｣は85･1即e(35･0･岬e)l

135〟J上e(20卯C)と昨年より数倍の高い値を示していた｡(第1図参照)

第1図

上 天 土 牛 自 白 し ･さ
い か

じ ん

水 水 車 乳 業 米 み ま か き

第 1 図

3-3 上水道炉退院

本県独自の調査として昭和33年11月より継続的に調査している宮城町にあろイ

道中原浄水場の軌馴莫(緩速炉過〕の灰分500mg当り〟〃eは第2図に示したよ

春より引続き高い値を示している｡さらにそれぞれの関係について考察すると仙剖

による雨水のグロス放射能は38年は6月にピークを示し,それらが表流水などに



雨雪の測定値(定時仙台管区気象台)
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37 茨城県における放射能調査

茨城県衛生研究所

斉藤 功,○小池 亮治, 中沢 雄平

森田 茂樹, 高橋 明子

東城県におけろ雨水降下魔の放射能は1963年下半期以後潰少 : 最近は殆ど自然放

レベルに近い値を示したが,本年10月中国の核爆発実験の影響をうけて急増し,10月1

ら20日にかけて択取紙によって採取した,放射能ほ135nlC/kn12 に達した｡

束両村周辺地域数地点で採取した牛乳中の放射能推移ほ,第1国のように雨水降下塵の放

び牧草の放射能とよく一致し,核爆発実験に-tる放卿､′圭降下物の影考挙がユくあらわれている

壬ヒ､萌｢′r､/ゝたん凸こI台巨し qγ_0nl′ Fヰヱ′′nfト肩｢た1J∴一手んl 占百草′丁ヽ†懲1イ玄Jヰ舟二P-アニ三壬三J､､ち:｣h.二乙
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単 随 〟r/br

宇宙成分は含まれていない0

東海村周辺標準偏差 0･6〟r/侃r

〝 平 均 3.6叫/br

[至亘]

3.4

3.7



る｡

那珂川の原水(水戸),水戸の蛇口水,水戸の雨水降下塵の全放射能を本年4月以倭Ⅵ

較してみると,第1表のよう匠原水と蛇口水の放射能渡度は殆ど同じで,雨水塵の放列能

そ1%にすぎない｡Sr-90,Cs-137 についても同様であるが,Sr-90の場合3q′ム

137 の場合1%である｡これらのことは,地表に落下した放射能塵ほ河ノーl流域の土壌に

部分吸着され,しかもSr-90よりCs-137 の方がより多く吸着されていることを意味

第1表 水戸における原水,蛇口水,雨水塵の放列能

l■-1111l~~▼~~ ~
一

三∴-____二二三___二二_L

■｣___

_._

本年4月～5月かけ茨城県下全域Ⅵわたって野外の空間線量の測定を行なった｡第2囲も

果で,県北部LL蜃地が比較的高く県南部関東ローム層地域が低い値を示し,筑波山間辺の花戸

場では特に高く,何れも表面地債分布の影響が大きいことがわかった｡

また本年4月～1n月にかけ東海村,大洗周辺について毎月更に詳しい空間預竜の削定二

た｡第3図はその結果で,全体的には関東ローム層に属し低い値を示しているが,東海村,

ど海岸に画した砂丘地が高い値を示す傾向がある｡東海村周辺について空間線量の月別堆j

と,第4囲のように5月と10月にやや高い値を示しているが,5月の山ほスプリングピ･

準で10月の山は中国核爆発実験の影響である｡

中
国
枝
革
駿
後



38 静岡県に放ける放射能調蚕

静岡県衛生研究所

0植 松 甲之介,

渡 辺 淳 子,

水 野 光

田 宮 通

1 ま え が き

静岡県下における放射能調査の頗略は以下の通りである0

2 測 定 対 称

1)浮遊塵(電気集塵法〕

2)雨水(定量及び定時採取法〕

3)落下塵(ワセリン法及び水はん法)

4)陸水〔上水(源水給水),井水,天水,下水帆流水〕

5)土壌(2)

6〕食品〔野菜飢牛乳,魚貝頒,茶飢果実(2)〕

3 削 定 方 法

科学技術庁｢放卵能測定法｣(1963年)により全放射能の測定を行なった0

4 調 査 結 果

以下に調査結果の概略を示す｡図1に落下魔の月別降下量(践衰を考慮していか､)

に陸水,岡3に食品の月別変化を示した｡

5 考 察

落下塵については各年別におけろ月別降下量は下表の通りである0(単位nlC/kmち

第1表 ワセリン法による年度別の月間降下量

定
34年 35年 36年

J_

⊥

l･･一

1 皇8;二…;
6.56 1490.5j

1.33 1.Oj

団…1.89～88.81口
1.33～6.56 1.08～1491〕

以上の如く本年に減少の傾向にありいずれも暫定指標第1段階250拍e/kmソmo

及はか､｡叉陸水については,天水10-2～1脚e/ec,上丸井水流水下水は10~づ

〃〟e/Ceであり前年とはぼかわらない｡

叉食品については茶103～104即e/500ⅡIg灰分野菜牛乳果実･魚貝適は10～

m(,肝/笥､らnnmFてユ前壬Eと殆んど変らなかった∩
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39 愛知県における放射能調蚕

愛知県衛生研究所 ○林 間

(ま え か き)

本朝は1963年9月より1964年8月までの科学技術庁の委託調査及び愛知県独自

た調査の結果であろ｡

(調 査 対 壊)

雨水,ちり,陸水,海水貴著産軌土星等合計593件である｡

(測 定 方 法)

試料の前処理並びに測定法は科学技術庁｢放射能測定法｣(1957)に従った○

(測定結果の概要)

試料の種別について本調査期間中に得られた最高値並びに平均値な表Ⅰに示したが,孝

平均値においては昨期(1962年9月～1963年8月)より下廻っている0

表Ⅱは1平方キロメートル当りの放射性物質の月間総合降下概量を示したものであり,

Ⅳはそれぞれ下水(流入下水〕,下水沈滞物(水醸塩,炭酸塩)の全β放別能の測定佗げ

を示したものであるが,少数の例外を除けば全般的に昨期より下廻っている○

田本年10月中旬中共における核爆発実験にともなう影響は･当所においては10月1

雨より現われ初め定量採取の測定値は18日･8抽〟C/飢21日･1517仙〟C/ゼを元

定時採取の測定値では,18日･180〟〃C/ゼ(0･5汀】e/kⅡり･21日･2900即e/ゼ(

me/k皿2),22日･1040〃〃C/ゼ(1･紬e/km2)であり,浮遊塵の測定値は19日･】

川e/m3,22日･4･4即e/m3,23日･6･2〃〃e/がであり,降下魔の測定値は18日

mJLC/rn2day,20日･0.03muc/rl-2･dayであった0(以上はすべて6時間更生値で示し
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表m 下水(流入下水)の全β放射能

(名古屋市堀留下水処理場で採取)

加

柑 ′



表Ⅳ 下水沈澱物(水確執 炭轡塩)の今β放射能

(名古屋堀留下水処理場で採取)
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40 大阪府下における放射能調査

大阪府せ公衆衛生研究所

大志野 章, 沖岩四郎, 吉田



全体に低い値が示されているが,季節的に春に多い傾向がみられる｡叉7月以降の減

い0

2 浮遊塵: 静電式平行板型集塵器で,週2～3軌 地上約15米の地点で,1回10

米以上の空気を吸引して捕集した浮遊塵中の放朗能を第2図に示す｡測定単位は〃J上C/

る｡

浮遊塵中放射能も全降下物政則能と同様低い値が保たれ,7月以降更に減少している

れる｡しかし春に多いという傾向は見出されていない｡

3 陸水:河川水,蛇口水および下水の最高値,最低値,平均値を第1表に示す｡

下水の放射能の高いのが目立つが,その理由については目下検討中である｡

4 土壌:地表5センチの土壌の放射能を第2表に示す｡柴島は砂土質,枚方ほ粘土質

差が放射能に表われているのがみられる｡

第1表 陸水の放射能 (〃〃e/ゼ〕

試料数 平 均 値

和

口

淀

大

蛇

下

9

4

6

14

6.3

9.9

4.7

15.1

最 高 値 最 低

10.0(/39.4〕

13.7(/39.1)

5.8(/39.6)

22.9(/39.3)

4.5(/39

6.8(/38

3.2(/39

9.3(/39

第2表 土壌の放射能 (〟〃e/乾物g〕

柴 島

枚 方

L讐竺
原子炉周辺

試料数 平 均 値

4

4

6

0

0

8

●

t

_

8

.4-

5

最 高 値 最 低

10.0(/38.11,ノ39.幻

6.4(/38.11)

6.6(/38.11)

4.8(/39

1.3(/39

5.3(/39

5 空間線量率:13TCsで更正したシ∵/チレーション･サーべ-メータで測定した地

ける空間線量率の測定結果を第3表に示す｡

第3表 空間線量率(〟r/b〕

回 数 平 均 値 最 高 値

柴 島

枚 方

関西原子炉周辺

10.1(/3q.3〕

10.7(/39.3〕

9.4(/39.1)

最 低

8.0(′39

6.7(/39

6.4(/39



§ 中国核実験の影響とその評価

中国核実験が報道されたので,雨水と塵挨に主力を置いて.その影響を調査した｡こげ

に追加した測定は,炉舐式集駐器による浮遊塵と,静電式電気集塵器による浮遊塵採取¢

ぉよび降雨毎の雨の採取である｡また,充来行なってきている10日間の全降下物の採確

行在った｡

1炉紙式集庵器によろ浮遊瞳:炉紙式のものについては〃〟e への換算が困難なのて

らか､が,結果を速かに知り得るので採用した0吸引量は40～60Ⅰが/2b である0々

第4表に示す｡

F5の試料に著しく高い放射能がみられたが同じ時間に採取したE5(表5)では.

い放射能をみていか､ので,極めて単時間に降下をみたのか,あるいほ,いわゆる,亮

子による結果では在いかと思う｡

第4表 炉紙式集塵器による浮遊塵

(epm/m3,6時間更正値)

試料番号

F I

F 2

F 3

F 4

F 5

F 6

F 7

F 8

F 9

FlO

採 取 時 間 測 定

17

17

18

18

19

19

20

21

22

24

12:00
～

22:00 ～

2:00 ～

8:00 ′､

10:00 ～

16:00 ～

14:00

24:00

4:00

10:00

12:00

18:00

11:00 ～13:00

11:00 ～ 13:00

11:30 ～ 13:30

11:00 ～ 13:00

0.65

0.50

0.85

0.75

426.2

2.79

28.5

22.6

6.1

1.4

2 静電式集塵器による浮遊塵:充来の方式に従い,1000Ⅱ-3以上の空気を吸引し｢

を第4表把示す｡炉紙式程著しく高い放射能ほ見出されていないが,19日･～21酎

-クがみられろ点は折紙式と一致している｡

第5表 静電式集塵器による浮遊塵

(〃〟e/m3 24時間更正値)



3 雨水関係:デポジット･ゲージで受けた雨については,17日:0.04,21日:19.

日:1･7,いずれも単位ほ〟〟C/ecの結果を得た｡

叉水盤法によろ10日間の全降下物についてほ,10月12日～21日の試料で29.7

day であった｡第1図に比べると著しく高いことが分る｡

4 影響の評価

上記の如く,19日から21日にかけてピークがみられ,以後減少している｡これらβ

公布されている許容基準量と此戟してみたい｡

浮遊塵でii.公に認められた数値ではか､が,〔Health Physics(1961),4,二

から引用した許容量(但し,職業人1週40時間の計算なので,一般人1週168時間レ

るため,1/40の値をとった)空気中約3xlO~9〟e/CC(但し235U の核爆発後5一

の値)と比故してみると,我々の測定結果では最高値が3xIU-12〟e/eeとなり約1一

の1の値しか含まれていなかったことになる｡

又,放射能対策本部発表の緊急事態対策第1段階2.叫C/kⅡ-2と我々の10月12日(

迄に補集した降下物の副定値29.7mJ£e/m2･dayと比賛してみると,この降下物濃屋

日降り続いたとしても0･9c/kⅡ】2になり,基準量は超さない｡

結論として,今回の核実験の初期的な影響は19日～21日をピークにして減少し,イ

ク時も緊急事態対策なひく必要のか､程度だったといえよう｡

W咋/k正叫

2
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第2図 浮遊塵放射能



41 昭和6年から昭和26年の間に採取された淀川水系の

水道水,河水試料の仝放射能と,全放射能測定値にお

よぽすカリウムの寄与の補正についての一提案

大阪府立公衆衛生研究所

0林 智 林 美代

〔A〕昭和6年から昭和26年の間に採取された淀川水系の水道水,河水試料の全放射

1 試料について

関西原子炉の建造かプログラムにのばった昭和31年ごろ,フォールアウトその他

染期以前の放射能のバックグラウンドを知っておく必要が論じられ,マスコミを通じ

協力を依頼した結果,若干の試料が集められた｡それらほ第1表の通りである｡

第1表 測定した試料水の由来

試料番号

晒 6

5一､1‡

訝明確(mg)

挿 類

1,780

淀川系水道水 淀川の表流水

保存状態

良

一

升嘩

甚 良

サイダー嘩
研究室〈集
めてから五

合唱

18,740 1,795

淀川系水道水 淀川系水道水 淀川系水道水

良

たぬき墳
墓なし,倉

庫
中保存

帯 良

ランプの底
の水研究室

へ集めてか
ら1gのガ
ラス,マリ

オ ソト

帯 良

一升 喝

採取場所 東区農人橋 毛馬開門 北区源商町 北区永楽町 西区本田三

由 来

t'アミダ他に

日参して採取

した花"を活

ける水

縁切りの水 戦時中の

防火用水

ランプの重

りのための

水

寒の水

上

講
什
り
て
て
l
フ

ツ

ラ

お
室
ガ
オ

ド
蓋
の
究
の
リ



測定装置ほNuclear Chicago ModelCl15,これほガスプロ,タイプ端窓型G

2.7cm,窓厚約O.1mg/cm2,窓と試料皿底との距離的O.9cm,ジオメトリー約1;

理研製ウラン標準(U308の48mg,Pa234のべ一夕;500ベータ/s)での実測

率25.4%,バックグラウンド約4t二pI鴨

カIjウムの補正ほ炎光分析による｡flPダー2日立炎光光度計,燃料プロパン,分光

渉フィルター｡共有物の干渉に関してほ,時々の添加実験によって,それを無視しうそ

試料ごとにたしかめた｡カIjウムの分析値を用いて,カリウムの放射能が測定値におよ

いる寄与を差引く方法についてほ後述｡計数値の絶対化には,カーjウムの寄与を差引く

いたカリウムに関する検量図(第2図)を用いた｡

誤差;･ま計数値の統計誤差(標準偏差)およびカリウム分析の精度を標準偏差5%と傍

誤差から成っている｡

3 結 果

測定結果ほ,第2表,第1図の通りである｡

第2表 測定結果

試料水
の

体 積

由1g)

測定計教

室

(cpm)

B.G.含

まず

K 濃度

(ppm)

範囲試料

が純水ほ

に溶解し
ていると

して

K40によ

る推定計

数率

(cpm)

K40の寄

与を差引

いた計数
率

(cpm〕

壊変率

】¢0をの

ぞいた

放射能

ヽ
-
ノ

ウ℃
-1
ハUl(

〃V

t
｣
丑
ム
日
0
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以上のデータを最近の水道水,河水試料の剰庵雅丹比較すろ｡

〔B〕カリウムの寄与の補正法

蒸発残湾量か非常に異る試料においてカリウムの寄与を補正するため,硝酸カリウ

知量の実測計数値から,第2図の.tうな検量図をつくった｡これほ蒸発残酒量をパラ

にしたカリウム量(皿上の試料を1gに溶解したときのカリウム濃厚)と計数率と忙

ある｡これにより,カリウム濃度と蒸発残埼がわかれは,容易に試料計数値における

ムの寄与を差引くことができる｡

42 京都府における放射能調査

京都府衛生研究所

浅 見 益吉郎 江 坂 忍

1963年4月より1964年3月までの間に,当所において観測した各啓試料の放射能

果の駄賃を報菖する｡

1 試 料

この期間内に採乳 処辞して放射能を珊定した試料の挿類ならびに検体数ほ次♂二)とおり

189検休に上り,別に29検体の試料を採乳 処理して分析化学研究所に送付した｡

a 河川水 23, b 融雪水 6

C 上 水 6 d 雨 水 128

e 牛 乳 6 f 茶 12

g 魚貝類 8

2 測定法方

計測機器としてほ島津製作所製EC-14型の計数装置および同社製B-1日GM管を

科学技術庁放射能軌定基準小委員会制定の方法〔1957)に準拠して軋定した｡

3 測定結果

各試料別の測定成積を前年度と比較すれは次表のとおりであろ｡

雨水の放射能は図のように年度当初,可成りの高カウントを数回観測したか,7月以降

したまま推移し,著しい増大ほみられなかった｡これらの6時間,および72時間更正値`

も減衰か小さいので,長半減期性の放射性元素に由来するものと推察される｡また,雨水

能は降雨昔とある程l曹の木目閻を右すろユ うに腰丈コhれ.面対数グ弓 ロ ッ トー



年次
､■＼

最 高 最 低
山

最 高i最 イ

1962 4 117 0±11
● -2 0±10l

●
7,3030±500

● ●
201士90

■ ●

ロ 2 月 27 日 9 月13 日 3月26日 3月10日

1963 3 舞鶴市上水道 京北町簡易水道 ⊆ 府衛研 府:衛 研

1963 4
■

14 0±110
● 1■ -40士100● ●

H
2,991出4 5.0士11

ロ 6 月 5 日 4 月 24 日 ‡5月15日 6月1日

196∠斗 3● 京都而耕土浄水場 京都市蹴上浄水場 府衛研 府=衛 研

種 別 河 川 水 融 雪 水

■ 最 高 最 低 最 高 最 倦

19624
●

ロ
19633

ノ///∠｣

/ l

_/

1963 4 616 9■ -56∠上 7■
327 8 13 6

●

ロ 10 月18 日 2 月 5 日 3 月 9日 2 月 5 巨]

1964 3 鴨川下流 鴨川上流 京 北 地 基 山 町

単 位

種 別
柑

~~~-- ､

..__ 最 高年釘､ ＼

1962 4●

J

1963 3

1963 4
1■

J

1964 3

〟〟C/ 灰 分500mg

魚 介

最 低 最 高

115 7

2 月14 日

宇 治 市

1,426 2

9 月13 日

宇治田原町

15 0

8 月 23 日

和 束 町

354 1

8 月12 日

宇治田原町

単 位

種 別

31 8

7 月17 日

宇治市〔ふな)

265 9

7 月 8 日

宇治市(ふな)

cplll/灰分500mg

牛 乳

最 高 最 低

0.6

9 月13 日

字括市(ふな)

16 0

12 月17 日

宇治市〔ふな)
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43 兵在県における放射能調査

兵庫県衛生研究所

大 域 俊 彦 0飯 田 敏

新 谷 幸 三

第5回発表会に引続き,当所の測定による放射能調査の概要は次のとおりである0

1 降水について(表】,表2)

38年7月より39年6月まで,1カ年の推移ほ表1のとおりである｡とくに著し｣

見られす,最大値ほ39年3月25日(降水量1.0ミリ)の2.013〟〟C/mgであ

又降水による月間降下量ほ39年4月の48.Omc/Ⅸ血㍗が最大で,38年11月の2

mc/濫ぶが最小であったが,降水1ミリ当りの降下量として見ると38年7月の0.4上

が最も大きくなっている｡

なお神戸市と豊岡市の測定結果を比べて見ると表2のとおりで,39年1月,2別

(日本海側)の豊岡市の方に大きい計数値が見られ,4月,5月にほ神戸市の方が九

2 雨水,ちりについて(図1)

大型水盤によって捕焦した雨水,ちりの旬間平均値の推移を見ると区=のとおりで,

月上旬の7.3mc/職h㌔/日 が目立つだけで,38年前半期に比べ著しい減少である〔

3 上水及び牛乳について(図2,図3)

前回から引続いて測定を行なってきた上水及び牛乳については図2,図3に示すと‥

い変化ほ見られない｡

上水は神戸市水道局の千苅貯水池の水とその水系の水道水であり,牛乳ほ明石市にこ

試験場で採取したものである｡なお牛の飼育に用いる同場栽培の牧草の軌定値を附記

4 その他科学技術庁の委託をうけて38年直に行なったのほ河川水,下水,流水.範

である｡

表1 降水中の放射能の推移

測 定

回 数

平均地

〟〟C/hg

38年 7月
8月

(6時間交

最 大 値

〃〟C/mg

月間降下量

mc/Ⅹl#

0.632

0.223

1 444

0.604

29 19

19 54

28 63

降
降
mC



表2 降水中放射能の県南部と北部の比較

神 戸 市(県南部)

年 月

豊 岡 市(県北部)

平 均 値

〟〟C/hlg

0.632

0.223

0.329

0.195

0.282

0.362

0.206

0.344

0.660

0.525

0.526

0.343

最 大 値

〟〟C/イmg

1.444

0,604

1.514

0.514

0.894

0.683

0.616

0.630

2.013

1.863

1.368

0.922

平 均 値

〟〟C/mゼ

最 大

〟〟c/

6

7

6

8

6

2

3

7

6

6

3

一

l

0.431

0.142

0.204

0.255

0.259

0.354

0.693

0.541

0.616

0.256

0.194

叫
官.0

且l

`.0

∫○

偶β

員○

且○

人○
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44 鳥取市に降った雨の放射能について

(第4報)

鳥取県衛生研究所

C宮 田 年 彦 谷 口 育 代

吉 田 恭 代

当研究では,放射性降下物による生活環境の汚染を監視するための調査の一環として,19

年8月以来雨水中に含まれる全β放射能(以下単に放射能という)の測定を継続して実施して

ここにほ,1963年1月-12月の期間に得られた軌定成績を報告する｡

試料の採取,調整および測定方法

54A型雨水採取装置を用いて定時採取法により降雨を採取した｡雨水採取量が50～20

の場合ほその全量を,200mゼ以上の場合ほその中の200mゼを試水とし,｢放射能測定法｣

(1957)に従って処理し,SA-230 計数装置にGM-131A(いづれも神戸コニ業製)を

て政射能を測定し6時間更正値で示した｡

また,5月以降57型大型水盤を用いて,1カ月間の雨水および降下じんを採取し,2-1

を試水とし,定時採取の場合と同様な方法および装置により放射能を削定した｡

なお,これらの測定値ほ標準試料(鴫08:500dps)の柳定により計数効率補正を行なっ

Curie単位に換算した｡

測定結果と考察

1 単位体積当りの放射能強度

図1は各測定値を〟牒C/g に換算して示したものである｡

1962年11月下旬頃を最高にして徐々に低下していた放射能ほ,図にみられるように,

1963年に入ってもその傾向が継き,1963年ほ1月が最高で低下の一路をたどった｡然1

この間に3,6および10月の各初旬に,その前よりも上昇して歯状の変化を示しながら低下l

そこで1年を1-2月,3-5月,6･-9月および10月以後の4期間に分けると,各期間〔

射能の降下濃度の半減期は夫々約20,30,40および80日を示した｡

本調査期間中における最低値および最高値ほ,それぞれ7.2XlOJ上〟C/ゼ(10月1日)

1.41XlOヰ/上〟C/甘(2月25日)であった｡
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そして,これら単位而碍当り降下量の半減期ほ夫々約25,25,35,および80日をこ

なお,本調査期間中に於ける最低および最高値ほ夫々4.0×10~1mc/濫Ⅲヂ(12月∠

7.74×102mc/侶.誼≧(1月5日)であった｡

3 月間降~F量

2で求めた単位面積当りの放射能降下量を1カ月分積算した月間降下量と,大型水盤j

て求めた月間降下量との経月変化を図3に示した｡

月間積算量ほ1962年12月を最高として,1963年に入ってからほ図3でみられ

低下し,β月に小さな山がみられるが9月を最低にしたⅤ塑の変化を示した｡

また,大型水盤法によって得られた月間降下量の変化も5月以降の値しかないが,同様l

最低としたⅤ型の変化を示しており,値も両者の間に大きな差は認められなかった｡

本調査期間中における月閲碑算量の最低および最高ほ,1.71×10mc/¶ンげ/甥(9月

1.45XlO3mc/濫血2/月(1月)であった｡

45 岡山県における放射能罰秀

岡山県衛生研究所

山 本 隆 志 0吉 村 広 大 西

三 宅 篤 子 広 岡 帝 子

1963年4月より1964年3月までに実施した岡山県内の陸水,食品,その他の放妄

結果を報告する｡試料の調製測定は科学技術庁の｢放射能捌定法｣ならびに｢放射性ストー

ム分析法｣に準拠した｡全放射能の測定ほ神戸工業製G.M.カウンターを用い,90sr(

神戸工業製ローバックカウン∵クーを使用した｡

1 陸 水

i)両国水 全放射能ほ4月末まで減少の傾向を示していたが5月,6月に至り雨ま

に増加し,7月以降暫次減少した｡降下浪度ほ6月18日の8.360〟〟C/gが最高て

か1カ月閲の積算全放射能は5月349.包n〝C〟6月279.4mJ上Cノバ# であった｡9

第1表のとおり5月の3.94InC/濫rポが最高で以後次第に減少した｡

第1表 90srの毎月降下量



雅男験室事故により測定せず

ii)上丸河川水,下水, これらの水ほ何れもfalloutの影響が少く,目立っ

認められなかった｡本年度の全放射能の平均は上水12･6仰C/ゼ,下水2l･8ノ明〃

iii)天水 本県北部(新見市)の試料ほ4月より8月までは128･7～201･0/川

ぁったが9月以降はi5.4-59.2卯C/gに減少した0南部(灘崎町)の試料は,

7月まで140.0～207.6榊C/ゼであり8月以降ほ41･7-92･5榊C/ゼであっ

付された炉過装置ほ常時使用されていない状況である)何れも上水等と比較すれは和

能である｡

l)果実および穀類 果実ほ梨,穀類ほ大麦,小麦,玄米を選び削定に供した｡tこ

料の中で津山市産の大麦(早生坊主)ほ他の穀類に比べ･禰々高い10･1即C/gを

しかしその他の試料についてほほとんど放射能の汚梁ほ認められなかった｡大変の寺

前年度においても12･OJLFLC/gを検出しておりfallautの影響を受けやすい1

ろ ろうと考える｡

il)野菜 葉菜ほホーレン草,白菜,大根実の3種類･根菜ほ居鈴軌大根(根書

類を試料とした｡根菜類の放射能汚梁ほ前年度に引続き極めて僅かである0また葉∃

時期が9月から10月であったため特に著しい汚梁ほ見られず大根葉0･9〟〟C/g,

pFLC/g,ホ.レン草1.5FLiEC/gが本年度における最高値であるo

iii)牛乳 牛乳ほ県内2地点(岡山市,津山市)の原乳を試料として隔月に測定t

地点とも放射能汚梁ほ極めて少なく0･0～0･2〟〟C/gであった0

3 其の他

彊〕牧草 乳牛飼料として用いられている牧草の放射能汚梁ほ･挿別により相当三

るか一般に葉菜類より著しく春から夏に投与していたクローバー等4挿類の平均酎

12.3榊C/gであった｡11月頃1時間に投与したレープ･カブラ等ほ栽培が秋≡

梁ほ少く平均l.2ノ川C/gであった0

旧土壌 県内2地点(岡山市,津山市)で採取した試料は何れも深さ2cm生までに

され2地点とも5月,8月,11月おエび3月に測定した月の比較でほ11月か尉

即ち,岡山市ほ2cmの深さで24･3PFLC/g津山市ほ19･3JLFLC/gである0

以上の結果より本年度ほ5軋6月の多雨期にやや顕著なfa11autの影響を認拭

の後次第に減少する傾向を示した0したがって6月までに採取した試料の中には=

脱r酋包箪､Ijら_蒙っ達l､七む良｣･台巨え′東金享+!トナー〈



46 福岡県における放射能調査

福岡県衛生研究所

森 本 昌 宏, 森

前年度に引き続いて実施した38年魔の陸水及び食品の放射能調査の概要は次のとおり

1.陸 水

測定結果は表ユに示すとおりである0一般に陸水は測定値が低く,増減の傾向は明ら

いが,従来と比蕨して大きな差はみとめられないようである｡ただ表】にみられるよう

他の陸水にくらべて,かなり高い値を示している0これは従来からの傾向で,下水は蒸

多く,また採水場所(市下水処理場)が河口に近く,海水の浸入があるためKヰ0 によ

あるのではないかと考えられる｡

表1 庫水の放射能 (脚C/の

上水 (原水)
採 水 年 月

河 川 水

平 尾 浄 水 場 塩原(那珂川)
築 地 匹

(市下水処理

3 8. 7

3 8. 9

3 8.】1

3 8.】2

3 9. 3上

3 9. 3下

7.2士2.】

5.7±2.】

6.3±2.3

5.0士2.D

2.5士2.1

5.7±2.4

4.7士0.7

4.4±3.2

1.0土2.5

2.9±2.3

6.9士2.4

6.3±2.4

67.8士20

24.6±14

24.9± 6

】6.6± 7

】0.8±29

27.3±】6

2.土 壌

測定結果は表2に示すとおりで,従来と大差ほないが,当然の傾向として上風 中層,

順に値が減少している｡

表2 土壌の放射能 (卯C/g乾燥試料)

採取年 月 採 取 地
探 享 (cm)

0.0′･-2.0 2.0′一20.0 20.0′･-

9

8

n■

●

●

8

8

山

3

3

つ

曲 淵

二 日 市

】7.3

】4.2



3.食 品

制定結果ほ表3～5に示すと完りで,核実験中はど高い値はみられなかったが,儲削

がて米に叱咤して=｣､､なり高い値を示している｡また野菜は従来ど才ごり地[襲菜が地卜ご`宇i

(たとえば大根)より高い値を示している｡また地上襲菜類中ほうれん卓,大根填晶=･L

り高く,きやべつ,白菜が汚染されにくい結果を示しているが,これも従来どおりの触∈

魚貝類ではふなが32～57即C/g灰を示して黙り,普通エり若干高い伯セ示している[

る｡またしじみは]3ト240榊C/g灰とやゃ高い値が計測された｡なお市販の牛乳につモJ

～】8pFLC/500mg灰程度であったが,6月採取分のみ160iLJLC/500mg灰の高い値を示し

表3 農竜物の放射能 (脚C/g灰 瞭K)

採 取 年月

ん

ん

ん
れ
れ
れ

小
小
小
玄
玄
玄
玄
玄
玄
は
は
ほ

ん
根
葉
根
頚
根
葉
根
葉
べ
べ
ベ
ベ

れ
(
(
(
(
(
(
(
(

う
横
根
根
根
碩
唱
横
領
や
や
や
や

は
大
大
大
大
夫
大
夫
大
き
き
き
き
自
白

安

寿

責

米

米

米

米

米
米
華
葺
草
革
1
〕
)
1
)
)
)
1
つ
つ

つ

つ
葉
菜

3とi. 7

38.7

38.7

38.]1

ニヨ8.12

38.｣2

こう8.12

38.]2

39.]

38.】1

38.】】

39.1

39.】

38.]1

38.】1

38.11

3b.】1

38.】2

3とi.]2

38.】2

3b.12

39.]

39.】

3しノ. 2

39.2

38.]2

38.12

ヒ
上
下
下

採 取 地

町
市
市
市
市
町
市
町
市
町
市
町
市
町
町
市
市
町
町
市
市
町
市
町
市
町
市

乍
木
日
日
木
官
目
宮
木
免
女
鬼
女
免
免
女
女
免
免
女
女
免
女
免
女
免
女

新
甘
二
二
甘
新
二
斬
首
士
心
八
志
八
意
志
八
八
忘
士
心
八
八
志
八
吉
八
吉
八

末 碓

1iJ5 ±1

113 ニヒ】

109 土｣

2り.3二4.7

18.2ニノi.3

16.2-ざ5.4

26.4±｣.9

25.q±4.5

20.3士4.0

89.2土0.6

1.2±6.1

67.1±6.9

6上1.9±5.⊥1

3i.5二4.8

32.4ナ6.8

】38 二±7

】巨1]二7

26.4工6.8

12.2十6.6

G.116.】

38.5二±5.6

28.∠皇-;う.0

22.3±6.7

16.2二･

8.トt

68.9-1

56.8-L

8.】七

]b.2エ

コ2.3十

16.2上

り.･i十

]38 二十

8.1_†_

(う亡1.9J-

(∴2十

】U.｣上

り.6王

｣6.2j二

().▲主士

1:∠.2ユー_



表4 魚貝類の放射能 (〟〟C/g灰 除K)

試 料 採 取 年 月 採 取 地 測 定 値

.-..-.-■.｣

ふ

ふ

ふ

し

し

し

な

み

み

み

バし

じ

ゾし

38. 7

38.】1

39. 3

38. 8

38.】0

39. 4

大川市

大川市

大ノーl市

福岡市(室見川)

福岡市(毒見川)

福岡市(萱見川)

56.8±7.6

32.4±7.6

40.G±9.8

】54 士9

240 ±】3

｣31 士9

表5 牛乳の放射能 (〟〟C/500mg灰 除K)

ナ采取 年 月

3とi. 6

38. 8

3と).】0

38.】2

39. 2

39. 2

採 収 地

古 賀 町青柳

古 賀 町 青柳

古 賀 町青 柳

古 賀 町 青 柳

古 賀 町 青 柳

古 賀 町 青 柳

原 乳

8.1±4.2

6.】±3.9

｣3.4±4.4

12.2±4.7

22.3土5.0

市 販 乳

160 ±9

】8.2±4.9

10.】土5.2

8.】±4.5

4.】士3.8

4.]士6.8

4ア 土 壌および米のS津につし､て

農業技術研究所

○′ト 乎 潔, 石 川 美佐子



開山

第1凶 試料採取地点

‖1C/宜.112

相和32

=パ
核実験 停止

第2凶 水田土壌中の9USr

し酢酸アン㌧モニウム抽出)

亡竜が十数%と見積られるので,この減少の傾向ほほぼ間違いないものと思われる0第3

汚染が日本海側で高いという傾向がいまだに碓持されていることである0これは第1表のf

年秋採取の水田作士の塩硬抽出gOSr分析値にもあらわれている｡

第]表 水田作士(昭和38年)塩酸抽出90SrImC/km2

米がOsr含量については各年の平均値ほ第3図及び第2表に示す通りで,そ牲特徴は

に要約､される｡第】に米の汚染が最近忙おいて第2ピークを迎えていることである0これ

同じく核実験後1年ほど経過した頃の汚染が著しい○昭和34年のピ←クから頚椎すれ･:ま



第3闇 米のSr-90含量の経年変化

第2表 白米中90sr,pC/kg

平 均 実測値の範囲 例 数

昭ヰロ37年産 4.4 ].9- 8.2 15

昭和38年産 7.3 2.1-】5.1 】5

対こ伴てって増減しているのは,この汚染機構で解釈することが出来る｡一方白米がO sI

桂だ低く,午デとの変化も僅少てある｡これは主として土壌に蓄積一されたgOsr の怪根吸托

もC)と一考えられる(つ たゞ昭和36年までは白米】kg当りの値が毎年1～2pc,あったモ

2未に示すとおカ37年4pc,38年に7pcと増えているの軋土壌中090sr蓄積量が増え

共ここ,この秤作期剛-一に特に90sr降下率が高かったことを考慮して解釈する必要があろう

寿 昭和32年度農林省関係放射能調査年報,P83(1958)｡



48 土壌および米の13唱sにつし､て

専業持術研究所

′ト 平
常, 津 村 日吉

石 川 美佐子

国立公衆衛生院 ○山 県

各韓業試鴨場から彩粧した土壌と米を試料

として(採取地点ほ90SIの項第】図参照)

137Csを分析した｡

七填の置換僚137csの分析値を第】表に示

し,参考のために90Sr の値を附記する｡第

1の特徴ほこれも概して∃本海側で高く,太

平洋側で低い傾向が見られることである｡第

2ほ同一処理による90sr の分析値よりも低

く,土壌による固定が認められろことである○

甘米の=7cr分析値の各年の平均値を第】

喝に示す｡第1の特徴ほ137Csの降下宅の消

長を白米が極めて敏感忙反映しており,90Sr

汚染と著しく異ることである｡第2に白米中

が37csの含量の高いことで,これまでの各

年平均値を見ると積憤でも35pc/kg,最高

でほ】j3pc/kg に達している｡第3は白米

の137csも90sr と同様硯在の第2ピークが

札

秋

高

金

盛

仙

水

鴻

東

大

岡

第】表 土壌(昭和37年)の置牌寅

137cs,附置換態90Sr

13TCs,m‰m2

睨

日

田

沢

岡

台

戸

巣

京

阪

山

15

2

6

7

4

9

2

2

1J

i

9

4

6

筑 紫 野 】7

平 均 (j4)

∩ム

〔J

つ.I

リ】

ワ｣

リ｣

｢J

l⊥

38年を境として減少することが予想される

がこれも今後実証する必填がある○第4は白米中で137Cy′90sr比が10:1又はそれ

ことで,降下物中の比が3‥1前後であるのに比べて著しく高いことである｡

この第4の点･こてついては特に稲のポット試囁を行なって研究した結果キ,第2表に示

米部へが37csの選択的濃縮が見られ･主として植物生理的作剛てよって説明し得るこ

た｡
第2表 白米による1日当り濃縮係数



第】図 白米のCs-137の経年変化

# 小平･津村~放射預影響学会講演 】964年7月｡

49 作物による放射性降下物中の銅s打吸収抑市町こ関する研究

農技研化学部土壌第一科

○丙 垣 晋, 渋 谷 政 夫



における帥Sr剛叉叩刊の耳体的~上∴法論を確立しようとするものであるG

このため蜜づ咋言耳に飢､てはSrの放射性アイソトープを安全に野外の実際閉場で博開す

を確立すろため 朋する放射性Sr項種の選定,閉場招受入する放射性頃嘩を･郎

ぎり少くして作業者の被曝頂量を可及的に少くするために作物体中の放射性Sr酎垂∈つ測定

究およぴ｢榔募号右法等n研窄を行った｡

一方,十周が苛頂にエって石灰材料のSr吸収抑制におよほす影響が巽東ろので,火山灰′

田十はて対比し,カオリンヰ琵即てり塀を開いた〇

前年乾蒼での成積忙エれば,肥料開石灰,肥料朋肖石灰臥工び珪硬苦土石灰等の石灰付物

ろSrの喚収抑判は,これちの物料を水稲田植前に権柄し,かつこれを士j雲中に鋤込んだ場

モミ中の5r濃賛は低下している｡即ち普通に水稲栽培に対し鴨閂する石灰違程電ですでに

甘ぇ大体60%に抑えられていろことが明かであろ｡従って右裾オ授与は水稲がOSs吸収

効果があり,これは予想した√てうにカルシウムを加えて士｣妻中のカルシウム量を増即し,S】

合させ作物によろ9りSrの吸収抑制を行うことが可能であることを示すものであろ0しかし

90sr･吸収を60%程雫忙お-きえることは容易であるが,さらに抑制を増大させろ場針こは

従って前記3確の石灰材料の外に,一般に朋されている石灰材料おエび士壌改良剤等を

て宅酌偶試験七行った｡現在分析ギ貪中であろが,得られた譜果∈てついて幸臆寸ろ｡

50 土壌中のストロンチウムー90･セシウムー137莞度

放射綿医学総合研究所

佐 伯 誠 道, 鎌 田 巨

清 水 恵美子

fl)堵 音

便射性降下物の七壌への蓄積量を知る専と,河川流域土壌より河=への放射性物質の試

べる目的て土崇中のgOSr及び137Csについて放射能調査を始めた0

暦 試 料 採 取

北毎二ち‥軒軌,東京,埠岡,愛知,大阪,福岡の7邪道和栗の衛生研究所の協力によ〔

を確地及び章他について,3Ocm町方探･さ5Cmをそれぞれ2区画づつ採取し,2郎

trTTl.f 二_中止二･[ 1キ■ 山L.÷ト∵束ごil-1 Jr



て雪施した｡

(4)分 析 結 果

分析結果は第2表(】回目)及び第3表(2回目)の通りである｡

(第】表)】963年土壌放射能調奄試料

採取地等一覧

採 取 地 土 質

札幌市北海道学芸大学構内

真駒内団地(旧種蓄場)

砂壌土

iニ三士,やや石を含

前 期 裸 地

草 地

中蒲郡横越村杉林

同 上

砂黄土

同 上

後 期
裸 地

草 地

白根市白根小学校校庭

新潟市平島浄水場庭

砂質士

同 上

新宿区百人町衛生研究所

北多摩郡久留米町小山196

関東ローム

同 上

裸 地

草 地 若水市≡触手上島f芸質士≡
裸 地

草 地

愛知県江南市東野滝実業高校

同 上

阪
一
…

太

一

前 期

後 期

前 期

後 期

裸 地

草 地

層

地

積神

妙

大阪府枚方市御殿山

大阪大学枚方学舎

大阪市東淀川区浜町柴島浄水場

質
地

士粘
砂

福岡県早良町曲淵水囁地

同 上

砂埴土

同 上

蒐 前期は】963年6月～8凡 後期は]963年】0月～12月

供 試 料 碓×碩×深 30cmX30cmX5cm を1区画とし,2区画採取し均一に

たものである｡



(第2表)各地表土中がOSr,137Cs

(】963年前期試料)

試料採取

都道府:県

試料採取

年 月 日

北海道

新 潟

東 京

静 岡

愛 知

大 阪

福 岡

90sr mc/km2

裸 地

22.3士0.7

24.8士0.8

12.1±】.0

7.0±0.4

18.6土0.7

28.6±り.7

23.6±9.7

草 地

137cs
mc/km

探 地

16.5士0.6

23.1士0.7

12.0士0.6

16.5士0.5

20.0士0.6

19.1士0.8

43.5±1.3

28.7土0.5

53.3士0.9

17.2士0.3

6.2士0.2

37.4:十二0.6

21.9土0.4

34.1±U.6

】8.8士

43.81二

32.3二±

24.1上

3】.5一七

6】.4二土

74.9士

(註)90sr,13Tcs の士頂表層より深部への流亡のFactorほ考摩してない0

(第3表)各地表土中がO sr,137cs

(1∃963年後期試料)

試料採取

都道府県

試料採取

年 月 日

90sr mc/km2
137cs

mc/km2

裸 地 草 地 裸 地

北 海道

新 潟

東 京

静 岡

愛 知

大 阪

福 岡

38.]1.29

】0.17

】2.3

】1.29

】1. 8

11.18

12. 9

34.0±0.8

38.2土0.8

6.0土0.1

13.2±0.3

37.3士】.0

19.5±0.4

10.6±0.2

12.3士0.6

32.3±0.7

】4.3士0.3

16.0士0.3

19.2士0.5

19.3±0.4

3().7±0.7

76.4士2.9

7】.6土2.1

】1.4士0.9

32.5士】.2

113.1士2.5

35.0±1.3

】8.6±0.8

(註)90Sr,137Cs の土壌表層より深部への流亡のFactorは考摩してない0



51 土壌中の仝放射能測定法における

塩酸抽出法と直接測定法の比較

日本原子力研究所 保健物王聖部

0人 見 清 一, 笠 井 薫

染 瀬 芽 尾

土壌中の全放射能測定法には,塩酸による抽出法が従来からおこなわれてきたが,欠点と

測定結果がでるまでに時間がかゝり過ぎる点が上げられる｡当研究所においても,土壌の軌

平常時の管理として,また,事故時の指標としてとり上げて来ていろが,事故時において,

汚染したものを発見したり,どの試料を分析するかを決めるために,簡易かつ迅速に結果を

は,あまりにも時間の浪費がある｡

そこで今回は,大型のGM計数管(径50mm)を使用し,土壌を採取後,乾燥をおこなっ

で,一定量を量敬した試料を直接忙測定をおこない,従来,当研究所でおこなってきた,塩

法と比重交検討を試みた｡

なお,調査は,当研究所でおこなっている,定期試料採取地点を選び,1963年4月から1

年7月までに,6回で試料処理件数ほ約100地点おこなった｡

52 土壌中のフォール7ウトとその深度分布

理化学研究所

山 崎 文 男,0岡 野 貴 子

横浜国立大学

竹 内 柾, 石 塚 安 占

核爆発実験によるフォールアウトが,地上に広く分布していることは,よく知られている

ある｡しかし,それらの土壌中における深度分布は,すべての核種について明らかにされて

これら核種の深度分布を知ることは,これらによる外部被曝線量を決定する上に必要なこと

この報告は土壌中に含まれるフォールアウト核種のうちr額を放出する核種忙ついて,仙台

金沢,横浜の各地区における深度分布を測定した結果を述べる｡

削定は,シンチレーションr誼スペクトルメーターによって行った｡検出された核種は,



0 1 2 3 4 5 深 度(em)

第1図

53 米の95zr-95Nbによる汚染

国立公衆衛生院

山 県 登,0岩 島

農業技術研究所

小 平 潔

従寒,日常食が5zr』5Nbによる汚染を調べてきたが･そのうち特に米の汚染につい

濃密と籾の汚染との関聯閏子,粗から玄米,白米と精米した際の汚染の変化および日語

忙よる汚染の寄与を調べた｡すなわち,全国】5ケ所の農業試鴨場から採取した196

三ゴユ婁こ 957.r_』5Nh各′ガンマ【スペクトロメー∵タで測定した｡



し,空気中濃度を知ることによって籾の汚染を推定するための田子(f=0.032)求めた｡

Q=⊥ユー(卜e-ユt)
ス

Q:粗0)95zr-95Nb濃度(JLFLC/g)

t:粗の状態で空気中に露出生育した時間

q:t時間中の平均空気中95Zr-95Nb濃度(JLFEC/m3)

ス:墳変定数

f:空気中95ヱr-95Nbの轍に捕促される場合

また,各地で収穫した白米をその地方で1人1日358g摂取したと仮定して日常食への寄

計算すると,東京では1963年2月24日で10～]4%,北海道では】963年3月1日

-j4%,秋田では】963年3月12日で7～】2%であった｡

】962年産米95al-96Nb(〟〟C/g･採取時)

籾 玄 米 白 米 採 取 日

北 海 道

秋 田

盛 岡

仙 台

高 田

水 戸

鴻 巣

東 京

甲 府

津

金 沢

大 阪

岡 山

鳥 取

16.0 】.21

11.5 0.35

7.9 0.63

7.1 0.31

3.3 0.40

7.0 0.33

】8･1 0.62

1.8 0.17

3.1 0.32

0･8 0.14

5.4 0.41

4.0 0.20

4.0 0.15

】6･5 0.80

10/1

10/1

9/30

9/】4

9/14

9/12

9/25

9/15

10/23

9/20

9/1

1】/ 8

10/30

】0/15



54 各厚食品,陸水 雨水ちり,および

土壌等の90srl3TC9J44Ceについて

社団法人 分析化学研究所

洩 利 民 禰 千 葉 去

0有 木 管 黒 田 プ

梅 山 繁 熊埜御堂

山 口 久 夫 徳 森 f

仁 木 幹 夫

当所においては,科芋技術庁放射能調査委託にもとづいて,各私道府県衛生研究所

られた各種食品,陸水,雨水ちり,土壊等がOsr,137csについて分醜測定を行った

1964年鹿分よカ臼富食,海水,海底土,土壊,浮遊塵は90･Sr,137csにノJ]えて

錐測定も行っている｡

分析試料は表の通りで,その分析測定結果について1963年度および1964年

科までを報告する｡

試 料
!

分 析 核 種

.
l_

｢ ∵
牛 乳

.90sr,137cs

野 菜

常 食

】963年庭分析試料数

90sr,137cs

90sr.137cs(144C)e)

90sr,137cs

_上
水

流 水

!1964年

90sr,137cs

90sr,137cs

90sr,137cs

桓虫 雪 水

天 水

90Sr,137cs

90sr,13Tcs

灯 台 天 水 90sr,137cs

雨 水 ち カ

土 壊

海 水

′--･

90Sr,137cs

gOSr,137Cs(144Ce)

90sr,13Tcs(14ヰCe〕

90 qr137｢1ロ /144



55 日常食に由来するSr-90の体内蓄積妄封こついて

国立栄養研究所

食品化学部 早 川 徳 子

環境の括染に伴い,食生活を通して人体の被る影響を推測するため或はその影響をできる

くする方法を究明する目的で,成年女子を破試験者とし.

献 立 の

献 立 名 材 料 名 巨分量g

か

挽

つ

米
み
茄
聴
か
抽
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膿
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ごく普通の食事を摂った際の食卓
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90含量及び床,尿中に排泄されるSr一針〕壷を測定し,体内の蓄慮邑を求めた0

儀試験者は女子6名(女子大生,22オ,体重55～G8kg〕,武威畑l帥ま10日聞

試験食としては普通の家庭で甘詰摂られているものに近くなるよう献立を作成した0その

表に記す｡

Sr-90の分析試料は試験食については破試鹸者の摂取するものと同一になるように由

っっ調製して分析用桜本とし,尿,尿については毎24時間分,10日間連続採敬した0

またSr-90の分析方法は発腰硝戚法によカ,計測は低バックダラン′ド放射能測定謹直

実巌の結果は1人1日平均のSr-90摂取量は6･9JLFLCで,尿中に0･5LLFLC･東中

神C がそれぞれ排泄され,畜積量は0･7即Cであったo S･U･は摂収したものについて

蓄碩されたものについては13･5であったが,Sr-90はCa に比べて尿中排泄壷が多く

泄量は小なかった｡

56 食 品
の 放 射 性 物 質

放射線医学総合研究所

佐 伯 誠 道 上 田 泰

鈴 木 譲

(1)緒 口

科学技術庁放射能調査の一環として日常食を担当したが,調理済の食品を大別して主食葉

肉類,汁凝や4区分に分けて調直した0つまり,日常食の放射能水車を知ると華に上占己のと

90sr,137csが多いかの傾向をあわせて検討した｡

(2)試 料

北海道(札腐),新潟,東京,大阪,福岡の5区の各部追府媒衛生研究所に偵頒し,

農村成人および農村子供の3辞(たゞし大坂のみは都市成人および会社等の尭団の2蕃]

調理済の可食部2日分を次の4区分に分けて収集し,4500Cで灰化後分析に供した0

1〕主 食 類(米,麦,ノミン,ウドン類)

2)野 菜 類(根菜,葉菜,豆頑等)

3)肉 顛(獣肉,鳥肉,魚介類,卵,牛乳等〕

.＼Jノ【▲ .三石
′ ご｣L尭占

｢レ
n嘉ナ亡乙鼻旨ま､L望巨ヽ



新潟都市成人と大阪集団成人につき4食品区分のガンマー線波高分布を第1図に示t

各食品区分に40Kにつぎ13Tcsを示すピークが明瞭に現われた｡さらに野菜類,二

類の各食品区分には僅かながら95z■r-ド5Nb と思われるど-クが表われたが,肉類

れなかった｡

この傾向は大阪,新潟のいずれにも其通している｡

2)gOsr量およぴ13Tcs量

i)90sr量

癌果を第1,2表に示す｡1人1日のgOsr摂取量は第1回,第2回ともに野製

l】TCs
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く,主食類がこれに次ぎ,肉乳汁類は大体同じであった0主食類では第1回の試料て

都市成人の5.9pG凡々(531.1S.U)が高く,北海道農村成人の0･2p瑚(33･5S･u〕が‡

った｡これに対し第2回の試料では北海道農村成人の2･8pc勅(57･7S･U)が高く,北海道藍本

0.7p瑚(16.8SⅡ)が最低であった0野菜類では第】回の試料では新潟都市成人の･】

軌(95.1S.q)が高く北海道島村子供の1･Opc勅(76･6S･u)が最低であった0第2匡

で払新潟農村子供の23.9pc朗(279･5S･U)が高く,最低は北海道農村成人の5･6戸棚(6二

であった｡肉頓につぃては第 回の試料は福岡農村子供の4･5pc/d/pc12･bS･tいが

束京崖村子供の0.5pら/札旬(10.2S.U.)が最低であるが,第2回の試料では束京点本

6.4pq/d/p(63.OS.U.〕を示したが,これを除くと最高は3.Gpc/札/p(22･7S･U･)

0,4pc/d/p(4.7S.U.〕の範囲であった.東京農村子供が高い値を示したのは他0:

の摂収量択分が平均3.38g に対し7.9gと多かった為である｡汁類は第1回の試料て

農村成人の3.1pc/d/旬(16.2S.U.)が高く,東京農村子供のU･4pc/む旬(3･6S･U･

低であカ地域差は殆んど認められないのに対し,第2回の試料では境高は新潟島村胱ノ

pら/d/p(36.2S.U.)であD,東京盤村子供の0.6pcM(6･OS･U･〕が最低であE

て新潟県は多く,東京は最も少なかった｡

1人1日がOsr摂取をS.U.でみれば第1回に比べ,第2回は東京都市城人が27

25･1と減じている以外はすべて増加してぃて,5地方,3群の各回の食品区分別S･U･の平力

都市成人では第1回は24.9で第2回は37･1,同様に農車∃成人では19･0と39･0,農村子供では

41.1であれ第2回は第1回の夫々49%,105%,128%増であったo

ii)137Cs量

分析の結果を第3,4表に示す｡

主食類は第1回の試料は最高24.Opc/心/′p によb最低2.8pq/吐/pに対し,第2垣旺

54.8pq/心/p よb最低7.6pq/も/pで,何れの地域に於ても増加しているが,特に4

増加が著るしい｡地域的にも北海道は高い｡野菜顛では第1回が東南48･7pc/む/p璃

pv/Vpに対し第2担H三は,最高49.3pc/d^,巌低9.Opc/Vpであb,新潟盤村月

京虔村子供および福岡都市成人を除いてはいずれも第2回の方が増加している｡地域上

1,2回を通じて新潟が特に高かった｡内頑では第1回の試料は59･Opら/む旬が去声

2.9pレ/〔レセが東低であったのに対し,第2回の試料では46･8pレ/む匂が巌高であj

pq/む′p が最低であった｡北海道,福岡は第1,2回を通じて殆んど増減は認めら立

たが,新潟都市成人および鐘村子供,束京都市成人および島村成人は顕著な減少を示】

東京岩村子供は着るしい増加を示した｡汁頑では第1回は最高35･3pq/机,最低2･2

であり,第2国は最高30.6pv/む/p,最低2.4pレ/む旬であった｡第1,2匝1を通じ完
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ほ新潟都市成人および農村子供は減少を示したが,全国平均でほ都市成人が82･3pcから8

農村成人が33.6pcから8].4pc,農村子供が42.4pcから65･7pcと夫々明らかな増加竜

57 上水道水中のストロンチウムー90及び

セシウムー13ア濃度

放射線医学総合研究所

鎌 田 博 清 水 恵美子

佐 伯 誠 道

昭昭和36年12月より昭和37年3月までほ天水,井水,上水道源水について26ケ所よ

し,90sr 濃度を調査した｡(飲料水中の90srについて;第4回放射能調査成果発表会,

37年11月21-22日)

昭和37年4月より昭和38年3月までは上水道源水及びその蛇口水について26ケ所より

採取し,90sr及び137Cs濃度について調査した｡(上水道水中Q)90sr及び137〔)s濃度につL

5回放射能調査成果発表会,昭和38年11月21-22日)

昭和38年度以降iま,新潟,東京及び大阪の3都府県の上水道水源水及びその蛇口水につ

月に採取し,90sr及び1370s濃度について調査を続行中である｡

本報に於いては,新潟,東京及び大阪の3都府県の上水道源水及びその蛇口水について昭

年より昭和39年8月までの調査結果を報告する｡

調査結果は第1図及び第2図に示す如くである｡

全般的に…sr及び13Tcsレベルほ蛇口水より源水が高レベルを示しており,源水,蛇口

に90srレベルがlきTOsレベルよりも高くなっている｡

年月別にみると帥Sr王ユ7csとに変化が認められ,昭和37年,昭和38年,昭和39年と

年6月頃を中心に高値ビータが観察される｡

137csにつぃては蛇口水中の墳度変化が源水よりも比較的低レベルを示している｡即ち源水

137c弓/90srRatioよりも蛇口水の137c)㌢′90srRatioが低値を示している0
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58 襲酵アルコールおよび植物精油中の1ヰCの

濃度変化

放射線医学総合研究所

岩 倉 哲 男 樫 田 義

森 崎 尚 子

Liguid
scinti11ation counting により,国内産甘藷,東南アジア産糖密を原器

アルコールおよび国内産メントール,チモール中の1ヰC濃度を測定した｡アルコールほ通産

の各地方アルコール工場より入手し,試料を大量に使用して測定できるようsci.rltillatior

の検出部を改造した｡すなわち通常の20me via順の試料室をとりはずし,Packard

註したKaufman chamberを装置した｡これほアルミ製円筒状の容器で,その両側ほ合点

0リングをはさんで光電子増倍管の光電面に直接scinti11atorが接する｡従ってchan

内壁と光電面とが約】70meの円筒形空間を形成し,測定試料を混入したSCintillat.

の上部から出し入れする｡この際光電面に光が当らぬよう 注入孔にほNeoprenの黒色ヰ

をかぶせSCintillatorの注入は200meの輸血用注射器を使用した｡測定用scintill;

組成は次の通りである｡

Toluene 80mg

AIcohol(試料) 80rrぜ

P P O 640mせ

dimethylP O P O P 20mg

Background計数率を求めるために合成アルコール(Humble Oil&Refining C･

ついて,上記と同組成のSCintillatorを作り軌定した｡

メントールの63年産別定試料は北海道北見および岡山より入手し前回同様p-サイメン

導し,又チモールほ千葉大学薬草園より入手しメチルエーテルに誘導して,そのままSCin

atorとして用い常法に従い削定した｡

以上の結果をまとめると63年度においてほいずれの試料も核実験の影響のなかった時召

%前後の増加率を示し,光合成によって植物体にとりこまれた炭素中の1ヰCの増加の傾向を

示している｡また地域別,採集期別の試料の間に特に有意の差ほ認められなかった｡
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59 牛乳と飼料におけるSr-9仇C岳-137

汚染の関係

農林省 畜産試験場

檀 原 宏 ○三 橋 俊 彦

韓国 畜産試験場(IAEA留学生)

任 京 淳

牛乳のSr-9qCs-137汚染ほ,そのほとんどが飼料に由来する0したがって,飼料の汚染量

してほ,牛乳の汚染膵考えられず,また,その汚染対策も飼料の適当なコントロールが大き

をもたらすのほ疑いない｡

しかし,飼料の測定ほ,牛乳の場合よりもはるかに多くの困難が伴う｡乳牛の飼料は多彩

れ たとえ同一種の飼料でも,時期によってその性質が大巾に変る｡

当場でほ,現在,全国から8県をえらび,それらの県の畜産試験場あいほ酪農試験場にお

その県で生産された飼料(配合飼料ほ除く)で乳牛を飼養し,飼料中の成分と牛乳成分との

調べる試験を行なっている｡(乳牛の飼養給与基準に関する研究｡昭38-41年)われわ

の試験に加わり,給与した飼料,その生産された牛乳について,Sr-90,Cs-137の汚染濃度

した｡

実施県:

北海道,岩手,富山,栃木,千葉#,静岡,岡山,香川,福岡

丼千葉ほ当場産の飼料と牛乳を供試した｡当場でほこの試験には加わっていない･

試料採取:

各県とも,6頭の乳牛を使用｡昭和38年10月より開始した｡県の事情により開始時一

様でほなかった｡

年間を3期に区分し,飽料ほ各期ごと1回,牛乳ほ各期の始と終の2回づつサンプリング

分析し‰各飼料は乳牛の摂取量と摂取割合をデータに基いて算定し,風乾粉細した各単昧飼料

室で再配合して縮分し,灰化｡Sr-90,Ca,Cs-137およびKを測定した｡

牛乳ほ6頭分を混合し節分して乾固灰化,同様に削定分析した｡

成果を要約すると次の通りである｡

結 果:

(1)牛乳のSrづ0,濃度ほ,地域的にほ北海道が最高で,約40SUo次いで岩手県の:

24SUが目立つが,その他の県では,ほとんど20SU以下である0低いところで



きりした倍率ほ得られなかった｡

(3)時期別にみると,勿論,県によってもそれぞれ異るが,だいたい10,11,l

く,1,2,3,月となるにつれて下降の線をたどっている0

(4)譜瑞軒SU/飼料のSUとしてCaとSr~90の差別率を計算すると･各県
～0.2に集中し,従来の実験成績に近い値を示した0

キ厳密にほ SU(Sr-90FLJLC/g〔】a)からそのORは凍められない0あくま｢

である｡

現在,この試験が開始されてから1カ年を経過した0なお今後2カ年間継続きれるので

データを集積して,飼料一牛乳間のSr-90,Cs-137濃度の関係を明らかにしたいと思う｡

60 高リンの給与による牛乳へのSr-90の

分泌抑制試験

農林省 畜産試験場

○哲 原 宏 三 橋 俊

韓国 畜産試験場(IAEA留学生)

任 京 淳

目 的:乳牛を高リンの飼料で飼養し続けると,血液が了チドーシスに傾き,その結果

へのCa(Srを含めて〕の沈着が減少し,その反対に他の離脱が大きくなる0
この状態

くと,乳牛はいわゆる骨軟化症を呈してくるo

caの骨への沈着のそ害ほ,同時にSr-90のそれをも抑制することになり,Sr-90の尉

減らす結果となる｡血液や乳汁中のCa含量を左右する因子は,ある種のホルモンによるゴ

ほう,体内のCa貯蔵量が低下すると(骨中のSr-90の減少によって)減少することが謝

今回ほ牛乳中のSrづ0を減少させる一つの手段として,骨中の払を減少させ,それに1

Sr-90を成らし,牛乳への分泌を少なくすることを試みた0

方 法:前回の(高カルシウム給与)試験と全く同様に･北海道〔札幌……北海道農業

産部),千葉(農林省畜産試験場)および九州(熊本……九州農業試験場畜産部)の3ケ

て行なった｡それぞれ条件の類似した2頭の乳牛を選び,この1対の供試牛に対し,試摩
●

ヽ 丁■ 詞料を占え.試験期にほ



小のみを符号によって記述し,有意検定を行なう符号検定法を用いて,高リン給与の効果

行なった｡その結果,北海道でほ,5%の有意水準で試験期のほうにSr-90の減少が認め

千葉,九州でほそれが認められなかった｡前回の高カルシウム給与法に比べれは,今回の

まり効果が期待されないことがわかった｡

61 乳汁におけるSr の分泌経路について

農林省 畜産試験場

檀 原 宏 ○宮 本

韓国 畜産試験場(IAEA留学生)

任 京 淳

牛乳のSr-90ほ,摂取した飼料のそれから,次の二つのルートを経由して分泌すると考メ

ーつば,飼料中のSr-90が消化管から吸収され,血液によってそのまま乳房に運はれて乳腫

泌する｡他ほ,血液で運はれたSr-90が,いったん骨格に沈着したのち,ふたたび血中に覇

乳腺に向うルートである｡しかしこの両者ほ,当然,時間的なズレがあり,骨細胞を経由｢

クションほ,直接に分泌する部分よりは幾分遅いと考えられる｡

この両者を区別して,牛乳中のSr-90の量ほそのhづれが主か,またその割合を知ることは,

ントロールによる牛乳のSr-90汚染対策のうえに重要な基礎をなすものである｡

先づ予備実験として,泌乳中のモルモットを供試した｡分べん直後のモルモットに,Sr-

JLc腰静脈に注射し,5日間そのまま飼育を続けた｡次いで20JLCのSr-89をカプセルに

口的に投与し,その後搾乳を続け,1,2,3,5,7および12日目の乳汁について,Sr-8三

Sr-89をそれぞれ計測した｡血液内に投与したCaやSrほ,48時間後にほその大部分が奄

沈着し,その他に存在するものほ,ほとんど体外に排出されることがすでに明らかにされ1

それゆえに,血管内投与5日後のSr-85は,そのほとんどが,骨や歯に存在すると考えて｣

の骨格から溶離するSr-85と,直接に腹管から吸収されたSr-89の割合を時間毎に追跡し子

同時に糞,尿への排泄をも削定した｡

次いで,泌乳中の山羊を用いて,同様の実験を追試した｡】頭あたり100〟cのSr-85宅

に,それから5日後打知ニー89を2▼00J孟cカプセルで投与し,モルモットと同様の削定を乳,

について行なった｡これらの結果につき報告する｡

最後に,この知見を最終的に確認するために,現在同様の計画で,乳牛を供試して実験孝

一■一r

_



62 牛乳のイオン交接樹脂除染法に関する検討

乳 業 技 術 協

イオン交換樹脂による牛乳中の異常放射性核種Sr.90およびCs137の除去法についての

年度報告で説明した0その後引続いて,本法忙おける各分野毎の検討を行ってきたので,

について報告する｡

1)経体汚染ミルクと混合汚染ミルクとの除染率の比較山羊乳を実験材料として,経口

た山羊乳中の軋85およびCs.134と添加撹拝されたあと低温貯蔵約24時間された止

SL85およびCs.134でほ,混合塩型イオン交換樹脂による反応ほやや異る0両者を上

ると, Tab,1 経休汚染乳と添加汚染乳における除染率

注加2叫cihicacid^00r祀 喜Sr･85の管訝｡.｡me｡.8me
経 体汚 染 乳 毒 34･9% 52･0 79･9

添 加 汚 染 乳 … 46･9 69･1 87･4

経体汚染されたミルクでほ除染率ほ相当低い0しかし,2M･Citric acidを醐口してP

ゆくと,両者間の汚染率における差は次第に少くなるo G134において比較してみると

経体汚染乳 95%
であって余り差ほたい｡

添加汚染乳 93

2)除染率に影響する諸要因

a)乳温,一般牛乳では約300Cに至るまでほ温度の上るにつれて僅少ながらSr･85`

上る｡しかし300Cを越せは,あとの変化は余りない〇一方予めPHを5･45に剃

るmilkでは低温時でもその除去率にほ高温の場合とほとんど差はない0

Figl乳温によるSr85 の除去率

x---

＼
PH 5.45

′〆ヤ｢『PH 6.59



b)交換樹脂との接触時間(流下速度)邑Ⅴ値が10位でほ余り変化はないれ その値カ

40に達するようでほ,Sr85の除去率ほ前者に比べて約10%も低下することになる

Fig2 流下速度によるSr｣85の除去率

】0 20 30 40

流速(S.Ⅴ)

c)通乳量(流下乳量)一般ミルクにおいてほ一定樹脂の量に対して通乳量の増加するむ

ほぼ直線的に除染率の低下がある｡通乳量/樹脂量が30程度で,流下開始期の除染萱

て約10%の低下となる｡ところれ 予めPH5.45に調整されている牛乳でほS.Ⅴ†i

によって除染率に相当大きな影響があって,通乳量の増大によって低下する除染能力

大きな差を示すようになる｡

Fig 3 通乳量に応ずるSr.85の除去塞



3)交換樹脂中に集著されたSr85の再生剤液による回収前報でも一応この間題にふれ

な資料を得るため,再度の実験を試みた｡その紆果は第4図の通おであって,汚染樹j

をはかカつつ,Sr.85 を回収す去ために流下させた再生液の量は樹脂の5容量で8

10倍量では約94%のSr.85 を回収し得る｡樹脂再生のために必要とされる再生

法に示したように5～6倍量でほほ十分であるが.同時に交換樹脂のSr･85 を除く

倍量の再生剤液を必要とする｡

Fig4 再生剤液によるイオン交換樹脂中の----

5 10 15 20

再生液量/樹脂圭

4)樹脂処理牛乳の加工用原料乳としての検討0

前年報告したように除染処理乳中の成分ことにその無機塩分量は一部増滅すること♂

避けられない｡しかし種々検討した結果によって,牛乳として一応満足を得られるく

は碍られた｡しかしこれに加熱ヤ酵素反応を加えて加工しようとする際,製品にお守

成果を得られるかどうか｡その点についてよカ精密な実験成績を得るためにま与レニ

加によるカード凝固試験を試みた｡その結果は,第2表の通ゎである｡



Tab.2
レンネット酵素による原乳処理乳のカード凝酬犬態

削口後時町10分;15分.20分‡25分

塩化カルシウム.原 乳モト)毒ト) ト〕:ト〕

無添.加]処理乳iト〕茎 ト) 星 ト〕

∴‡二二二二~÷一三三一二‥-一ニー
rr二rT--一一-て-一-｣-==一ニート÷丁-一十王
1

｣

.-▲
.一-･t■

t J■ ヽ l

塩化カルシウムヨ_旦｣L一トり州…--りI

O.02%添加 毒処理乳1ト)ヨト)

ト) 弓(両
~章~~~∵l岬 】
こ ト).(主

30分 35分 ≡ 40分

よってこの牛乳を用いてチーズ製造の原料としようとするにほ0･02%に当るCa〔遇を添

で加工した方が良好なチーズを作るに好都合であろ｡

5)樹脂処理牛乳の栄養価

微量たがら栄養上重要な碍々の牛乳中成分が除染処理時のイオン交換樹脂で除かれ｣

れない｡そこで直接幼いラ テを供試動物として,交換樹脂通乳牛乳と無処理牛乳のプ

によって,栄養価値の比較を謬みた｡

基 本 式

△Ⅳ=a(∠ゝ T)b

△Wほ△T時間に対応する増体量

a

b

に基づいて得られた結果は,

Fig 5

b

供講和期の体重

生 長 係 数

栄養価値上巨額成績

初期生長量aと生長係数b

及牛乳摂取量Fとわ関係

㊦処理飼料群

△未処理鮎料群



Fig5に示された通りであって,生長係数bにおいても,また牛乳の摂取量忙おい､

による栄養よりも処理乳の方が優れているものと考えられる｡その原因と考えられる消

比戟してみた結果ほFig 6の通りである｡ Fig6 Stomach二Bmpting Test

30 60 90 120 mlnl

6)除染コストの概算

イオン交換樹脂塔によって原乳のままで,除染をするとして,その間の所要経

みると,

Tab 3 所要コスト概算(180g当り)

薬 品 費

樹 月旨代

一部牛乳濃縮資

金 利

償 却 費

人 件 費

となり,約4円/1ゼの牛乳となる｡

90円

5円

5円

7 2円

18 0円

360円/712円

計



63 血液分析による日本人体内セシウムー柑7

負荷王ユの推定

国立公衆衛生院

○山 県 登 岩 島 手

放射線医学総合研究所 飯 南 ヨ

国立公衆衛生院では1959年以来,日本人の人体内セシウムー137負荷量を知る目郎

試料の分析をおこなってきたが,試料の採取の不便さと全国に亘る採集の困難なことにか人

これに替るべき方法として血液を利用することを考えた｡

すなわち,各地の血液銀行より,一地点五試料,一試料200gの保存血液を購入し,こ

き,放射化学分析法により(リンモリブデン酸-ジピクリルアミン一塩化白金酸による分離

夕線低バックグランウド測定)

# NIYamagata,Symposium on Assessment of
Radioactive Body Bu]

in Man.SM-52,A,Heideeberg,】1-16 May]964｡

全血中のセシウムー】37の濃度を求めた｡

次に,これより体内量を求めるために,研究室貝8名につき同一時に,それぞれの血液(

mg)を採取,同時にヒューマンカウンターにより体内量を求めておく｡これらの人間にて

た血液一体内量の平均関聯値を用いて,各地よりの血液の分析値から日本人の体内量を稚

但し,以上の人間はすべて男子とする｡

第1表 血液中C㌻137濃度と体内量との関係(1964年7月21日 8名平二

体 重Eg 137cs血中 】37cs体内量

56.0 33.9pγkg 14.9nC

第1図に地方別の血中セシウムー137濃度の平均値(カツコ内ほ標準偏差)を示すが,

よび北海道で高い値が,また中国および近読で低い値が観察される｡なお,これら全血試筆

41.7を示す北関東を除き,すべて売血によるものである｡

第】表の結束ほ,偶然にも体重平均ほ56Ⅹgであって,一応日本人の平均体重(男)と

者らが用いている値と等しいので,ここで得られた血液一体内量の平均聯値を用いて各尭

血液分析の結束から体内負荷量を求めると第2表に示す通りで違.る｡

第2表 体内13Tcs負荷量の推定値(nc)

札 幌 19.3

ムl.
_エヽ

1 ′､ ■



大 阪 11.7

広 島 11.0

長 崎 15.3

北陸および北海道の値が高いことほ,一応蓄積量あるいは穀物でも両地域が高い値を示

従来知られた事実と一致するが,穀物の流通消費が全国的におこなわれる事実も考え合ゎ

穀物以外の比戟的localに消費される食品たとえば野菜などの影響もあるのでほないか

某1図 Concentration of137Csin
Hum&nWhoJe Blood

eollectedinJap乱n

(Figuresindicate average of e&Ch 5 9amPle9

in pc per kg of b]00d)

43.8

(6.9)

3

(2.3
38.0

〔9.5〕



64137cs人体負荷立と13℃$尿中治産

放射線医学総合研究所

佐 伯 誠 道,勝 沼

○内 山 正 史,葵 昭

石 原 十三夫

核実験に由来する放射性降下物中の=けCsの体内量をホールボディカウン∵タ･-で測定し

度を化学分析で求め関連性を見た乳 Ricbmo□d
の式を適用してこの対象群における生

滅期を求め,個体差をも検討した｡なお人尿13了Csの分析法は昭和39年4月の原子力学

発表した方法(佐伯,飯温 内山:13了Csの人体負荷量に関する研究)に準じた｡それら

第1表,第1図に示すとおりである○すなわち,137csの生物学的半減期は従来発表され

より短いことが示された｡

尿中13Tcsの日変化の程度を知るため3人につき24時間尿を1週間連続測定の結果,

%のふれを示すことが観察された｡

なお昭和37年直に引き続き尿中の=7(〕sの年次変化を知る目的で石川,大ぬ 埼玉で

中学生の貯留尿の分析をおこない,成人と同様な計算式が適用できると仮定して体内量を

第1表13Tcs体内量と137〔〕s尿中濃度及び生物学的半減期

測定年月 卜性別体内量(ll昭C) 尿中濃度(pc/24時間尿)C.U.

10.87

2.41

5.92

4.76

4.42

7.09

7.41

7.84

8.78

6.38

平均 6.59

82.65

50.】5

71.54

73.00

33.99

60.31

61.54

35.61

84.24

45.95

平均59.90

174.4±2.1

19】.1±2.6

】97.9±2.1

fu=0.7

fu=0.8

56 一} 6

707.8士9.6

fu=0.7



生物学的半
(日)pc/24時間尿)

198.8

181.8

140.1

163.6

133.9

215.6

平均172.3

fu=0.

fu=0.

52 __

220.4

.8
1 164.7

327.3

】86.9

147.9

】15.6

平 均

160.5士82.7

fu=0.

fu=0.

68 一､-

△

測定年月 性別

1964.7

′′

男
′′

10.56 】37.8:

】1.35 97.1こ

1964. 8 ′′ 9.21 】25.8こ

′′

′′

′′

′′

ロ

′′

11.89 87.4:

14.21 135.2:

14.45 119.0･

平均11.95 平均11

1964.7
′′

男
′′

12.92 161.3･

13.28 96.2■

′′

′′

′′

′′

′′

ロ

′′

′′

11.22 170.5･

17.38 103.7

16.91 80.8

22.02 97.1

平 均 平 均

15.62±3.9 118.3土

0(U

(
鵡
匝
皆
式
､
d
d
)
噛
亀
甘
寓

1964,7′-8

｢fu=0.7439日

fu=0.74

J

fu=0.b7

fu=0.74

†

fu=0.87

o itI63,11

● 19b4, 2-3

ム19∈i4, 千､S

▲1964, 7

0● △▲ 実測値

1963,11

1964,2-3

l



65 内 部 被 曝 穂 丑 の 同 委

腸管内における種々の放射性同位元素の滞留状況について

放射線医学総合研究所

市 川 竜 資,0榎 本 好

′j､粟 幹 郎, 稲 葉 扱

高 田 直 子

汚染食品及び汚染した飲料を経口的に摂取した場合,人体が最初消化管系において内幸

ける｡この様な汚染食品,飲料水の経口摂取による人体の内部被曝線量の評価に資するナ

管内における種々の放射性核種の動向を,ラットを使用して実験的に調査検討した｡実腐

摂取した際,消化管内における滞留量の時間的変化を各部位について検討した｡

実験方法は,Wistar系成熟ラット(日令90～100E])経uン′ンデで,胃内に政男

素を含む0.9%N●aCg溶液を一匹につき1m『投与し,30分,1時間,2時間,4時日

24時間で屠殺,小腸部位を4部,他,胃,盲腸,直腸にわけて分離採取し,電気炉で占

溶液で溶解,クェル型シ∵/チレーション･カウン∵クーで測定した｡使用した放射性同位ラ

134Cs,85al,95zJrである｡

これらの放射性核種の,消化管内滞留状況は,核種によって多少の差はあるが,大体,

空腸部位の滞留は短く,回腸及び盲腸における滞留時間は長い｡24時間絶食させたラ:

を含む0.9%Na(〕g溶液を経口投与した場合,消化管内滞留状況の傾向は同じであっ釆

えていた群に比して,滞留時間は,各部位ともはやく,体外に,はやく排泄された｡なゴ

における分布状態を知るために,組織学的検討を加えている｡

Sr-85 fas t ed r a t

実験動物:Wjstar 雌ラット 生後約1山一0日 体重 160～200g

区 分 盲 腸 直 腸

30 分

1時間

2時間

4時間

6藤間

21.出.2

10.3土1.1

5.出2.6

0･出力.0

0.0=畑.0

4.9士1.4

1.4』.2

1.0±幻.5

0.2±幻.】

0.2劫.1

9.0士2.4

2.6士0.3

1.7士0.6

0.7:i幻.4

0.1士0.0

50.9出;.8

8.1士4.3

6.2:士ヨ.4

1.3二畑.7

0.2:士幻.1

3.9士2.7

63.1出.8

15.3:士2.1

2.0二畑.7

0.5]幻.1

2.5士1.4

54.2±4.3

82.4:士2.7

0.3出).1

0.9:土力.4

2.1士1.2

57.9±1.4117.5=



Sr-85 fedp r at

′ト腸1 ′ト腸2 ′J､腸3 ′j､腸4
盲 腸 直 腸

30 分

1時間

2時間

4時間

6時間

24時間

59.2士1.7

49.7士3.5

12.4±2.8

7.0士3.1

3.0士1.9

0.9』.2

2.4士0.1

2.3士0.4

1.6=出).5

0.6二出).1

0.5士D.4

0.2亜.1

18.7出;.8

15.6士4.6

5.7士1.2

1.2出).0

2.3±1.6

0.2出〕.1

14.2=土5.8

21.8士2.1

8.5士1.4

5.6=出).8

4.8±2.9

0.3劫.2

0.餌.1

23.5士4.9

15.7=士3.6

6.0士1.7

0.4]幻.2

38.2:i£.0

50.5士1.6

37.7士2.7

1.8出).2

0.6劫.2

9.5士2.4

26.6出.4

0.6士分.1

井

3例の平均士標準誤差(投与量に対する%表示)

Zn-65 f ed ra t

実験動物:Wistar系 雌ラット 生後約90日 160～220g

小腸1 小腸2 小腸3 ′ト牌4 盲 腸 直 腸

30 分

1時間

2時間

4時間

6時間

24時間

47.2二土£.2

47.9±7.7

28.魁.5

6.出.1

0.3:士分.1

0.5:土力.2

8.2:士幻.6

3.7亜.7

2.7亜.7

2.(出力.3

1.1]』.2

0.8:出).3

32.5:土£.3

12.4士3.6

6.5:土2.2

2.8士0.4

1.2出).9

0.7出).3

3.7土】.7

22.3士上∴

17.6士3.2

15.6士2.4

2.5士0.9

1.1=土カ.3

0.1亜.1

0.8』.4

25.61男.5

9.8:土2.0

4.4士1.2

1.4:出).2

0.1士0.1

2.7士2.5

39.7士1.1

43.j:土£.1

5.2士1.7

1.1士1.0

3.7士3.2

2】.4士1.1

0.駐日).1

♯

3例の平均士標準誤差(投与量忙対する%表示)

Zr-95 fed rad

Wistar系ラット 雌 生後100日 体重140～200g

′ト腸1 ′ト牌2 ′ト腸3 小腸4 盲 腸 直 腸

30 分

1時間

2時間

83.9=遁.8

51.3士3.1

34.2:土5.8

1.9出).3

3.8]力.4

1.6:i力.4

6.9士2.0

21.2±3.8

6.5:出).2

3.6:出).8

15.0士1.7

20.3士2.7

1.1』.8

26.3二土£.5 5.0士1.7 0.3劫.1



66 人骨中のSr-90 について

放射線医学総合研究所

佐 伯 誠 道, 田 中 義一郎

富 川 暗 男

日本人の人骨へがOsr の蓄積量を明らかにし,放射能対策に資するため,東京,大阪,扁

宮城,福島よ卯962牢度に死亡した者の人骨(主として肋骨)を昨年度に引続き471検体をお

その204試料について分析を行い,】963年の死亡者は10月までに採取された北海道,

新潟の302検体の人骨(主として肋骨)のうち,145試料の90Sr の分析を行った｡

90sr
の分析は発煙硝酸分離法により行い,低バックグラウンドカウン∵クー(医王聖学製18

を用いて90Yについて計測を行った｡

1962年度の測定結果は第1表に記載し,】963年度の結果は第2表に記載した｡

なお今回の測定結果は第5回放射能調査研究成果発表会抄録集に既に記載されたものは重召

けるため除いた｡

表中90fjr 濃度はCa】g当りのP(〕(ストt]ニ/チウム単位,S.U.)で表わした｡

すなわち,1962年の結果によれば日本人の人骨がOSr濃度ほ胎児0.88S.U.士0.20,1

】･66S.U.,5～19才1.38S.U.±0.54,20才以上0.45S.U.士0.31であり,1963 年♂

は胎児1･36S･U･士0.44,0-4才 2.01S.U.士1.0】,5へユ9才1.4】S.口.士0.47,20]

0･4】S.U.士0.25であった｡
第1表 人骨 のgOsr 濃度

1962年死t

試料採取月

性別喜骨
種

〝

〝

〝

〝

62年 7 月

〝

1

′′

9

〝

7

〝

1

′′

7

′′

7

〝

7

〝

9

′′

10

〝 亡

〝

男

〝

女

〝

男

〝

骨

骨

品

〝

陛
肋

砧

S.U.土S.d.

(帥Srpq/セCa

1.61士0.07

0.95士0.07

1.00士0.06

1.99土0.08

2.37±0.07

1.45士0.07

0.55士0.05

1.38士0.08

2.05±0.10

2.03士0.10



試料採取月
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8

8

9

9

9

9

9
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2
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9
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1

1

1

1

1

1
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2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3
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〝
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〝
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〝

〝

〝

〝

女

男

〝

〝

〝
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〝

〝

胸 骨

肋 骨

′′

骨

骨

骨

骨

骨

骨

〝

〝

椎

槌

〝

〝

椎

育

肋

大

肋

育

肋

〝

〝

〝

〝

〝

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

晶

〝

槌

椎

蓋

槌

蓋

椎

蓋

槌

蓋

槌

木
肋

育

膝

大

路

育

膝

大

肋

膝

大

胞

1.】4士

1.18±

1.44土

1.35±

0.88士

0.78士

1.30±

0.37士

0.75士

0.93±

0.46士

ユ.06±

1.33土

1.11士

1.20士

0.74士

0.51土

0.27士

0.74士

0.03土

0.16±

1.20士

0.59土

0.20士･

0.22土

0.28士

0.40土

0.26士

0.39士

0.23士

0.26±



第 2 表 人 骨 の 90sr 濃 度

試料採取月

】9 6 3年
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〃
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〝
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7
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男

女
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女

男

女
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】.33 士

】.41±

2.38 士

】.49 土

0.94 ±

0.85 土
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1.】8 土
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1.28 士

1.13 ±

0.70 士
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】.14 士

】.10 士

2.50 士

1.64 士
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67 家事骨中のSr-90について

農林省家畜衛生試験場

林 光 昭, 宮 尾 匡

1957年以来,例年全国各地から家畜骨,主として牛馬骨を採取してSr-90汚染量づ

ている｡本年(1964年)は,5月から9月までに採取した牛骨引例(7地区)および月

例(5地区)について分析したのでその成績について次に示す｡分析資料ほ,いずれも大儀

端部を試料とした｡

第1表 牛骨90Sr濃度

採 取 地

北 海 道

宮 城

山 形

長 野

鳥 取

広 島

宮 崎

Sr/1000Ca

0.322 士 0.050

0.387 士 0.096

0.272 士 0.055

0.388

0.366 土 0.050

0.309 土 0.102

0.230 ± 0.045

57.8 土12.3

24.3 ± 6.5

4l.2 ± 30.5

40.5

27.5 土 6.4

35.4 士 9.2

22.9 ± 1.8

計および平均値 0.316 土 0.067 35.0 ±1(1.9

第2表 馬骨90Sr濃度

採 取 地 Sr/1000Ca

宮 城

東 京

長 野

広 島

宮 崎

0.465 土 0.147

0.588 士 0.122

0.434 ± 0.036

0.488 士 0.094

0.603 ± 0.153

42.1土 8.4

77.5 土 23.4

11.1士 2.0

36.9 士12.3

49.2 土18.7

計および平均値 0.537 土 0.122 50.5 士15.4



57 ′58 ′59 J60 ′6I /62 /63 ′64

採 取 年

第1図 牛馬骨9USr濃度の年次別推移

牛骨の汚染量の上昇ほ第1表にも示す通り,これまで比較的汚染量の高かった東北,

の汚染量が急激に高まったこと,殊に山形の牛骨試料からは102 S.U.というこれ｢

の最高値が得られており,さらに長野,広島のよう忙,いわゆる内陸地方で昨年まで`

較的近かった地域の値が著しく高かったことによるものである｡このよう把,家畜骨`

が昨年までのよう把北方あるいほ裏日本の汚染が高いばかりでなく,内陸部の試料ま､

きたことは本年に初めて見られる所見である｡

しかし馬骨では,本年は例数が少く,とくに例年高い汚染量を示している北海道のフ

なかったことは,今年の平均値にかなり影響しているのではないかと思われる｡しか一

骨材料(前年までと同じく北海道,東北地方から購入したことの明らかな馬)が著し

を示していることは,それらの地区の汚染量が昨年より更に上昇していることを推察

ある｡

′ヽ.､ ′._ ､._ ､.‥....1

_
■ ■ ヽ′ ■

_
■_

L __

_
1 1 ■ヽL

l一


	目次

	（１）高空に於けるフォールアウトの測定
 
	（２）最近の高度10,000ｍにおけるC-14及びH-3の濃度変化
 
	（３）中国核実験（1964年10月16日）からの放射能

	（４）中共の核実験による放射性フォールアウトについて

	（５）中国核爆発実験の放射性降下物による環境汚染

	（６）日本におけるCs-137、Sr-90の降下

	（７）国内および日本付近のSr-90、Cs-137降下量の比較

	（８）南方定点海域における落下塵埃の放射能

	（９）放射性フォールアウトと大気オゾンの季節変化について
  
	（１０）大気放射能のバックグラウンドの変動について

	（１１）大気浮遊塵中のPu-239（Pu-240）測定－1

	（１２）大型および小型集塵器の性能比較

	（１３）フォールアウト粒子にみられるfractionation effect

	（１４）三朝、増富地方における放射性核種および外部線量について

	（１５）シンチレーションカウンターによる環境の放射線の測定

	（１６）外部線量測定用高圧電離箱の試作

	（１７）自動エアサンプラの試作

	（１８）治療用放射線による遺伝有意線量の推定

	（１９）診断用X線撮影による骨髄線量の推定

	（２０）東海村周辺のバックグラウンド放射線の調査（Ⅰ） 

	（２１）東海村周辺のバックグラウンド放射線の調査（Ⅱ）
 
	（２２）Zr-95－Nb-95の呼吸による被曝線量の推定

	（２３）日本近海海水の放射能

	（２４）深層水の放射性物質の分布

	（２５）日本近海の底土の放射能

	（２６）日本近海の海水全ベーター放射能

	（２７）1962年太平洋捕獲魚の放射性物質（第２報）
 
	（２８）日本海側と太平洋側の魚類中のストロンチウム-90 、セシウム-137濃度

	（２９）東京湾内海水中の放射性核種の濃度第一報　ストロンチウム90濃度について

	（３０）海水放射能の調査報告（Ⅰ　東京湾南部海域）

	（３１）1963年度における海洋生物の全β放射能について

	（３２）海洋生物のSｒ-90、Cs-137について 

	（３３）日本近海プランクトンの放射能汚染

	（３４）東海沿岸水中のCs-137について

	（３５）北海道における放射能調査
  
	（３６）宮城県における放射能調査
 
	（３７）茨城県における放射能調査
 
	（３８）静岡県における放射能調査
 
	（３９）愛知県における放射能調査 

	（４０）大阪府下における放射能調査
 
	（４１）昭和6年から昭和26年の間に採取された淀川水系の水道水、河水試料の全放射能と、全放射能測定値におよぼすカリウムの寄与の補正についての一提案

	（４２）京都府における放射能調査
 
	（４３）兵庫県における放射能調査
 
	（４４）鳥取市に降った雨の放射能について（第４報）

	（４５）岡山県における放射能調査 

	（４６）福岡県における放射能調査 

	（４７）土壌および米のSr-90について

	（４８）土壌および米のCs-137について

	（５０）作物による放射性降下物中のSr-90吸収抑制に関する研究 

	（５１）土壌中の全放射能測定法における塩酸抽出法と直接測定法の比較

	（５２）土壌中のフォールアウトとその深度分布

	（５３）米のZr-95－Nb-95による汚染

	（５４）各種食品、陸水、雨水ちり、および土壌等のSr-90、Cs-137、Ce-144について

	（５５）日常食に由来するSr-90の体内蓄積量について

	（５６）食品の放射性物質

	（５７）上水道中ストロンチウム－90及びセシウム－137濃度

	（５８）醗酵アルコールおよび植物精油中のC-14の濃度変化

	（５９）牛乳と飼料におけるSr-90、Cs-137汚染の関係

	（６０）高リンの給与による牛乳へのSr-90の分泌抑制試験

	（６１）乳汁におけるSrの分泌経路について

	（６２）牛乳のイオン交換樹脂除染法に関する検討

	（６３）血液分析による日本人体内セシウム-137負荷量の推定

	（６４）Cs-137人体負荷量とCs-137尿中濃度

	（６５）内部被曝線量の調査

	（６６）人骨中のSr-90について

	（６７）家畜骨中のSr-90について


